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【 要 旨 】 

本研究は、生徒が主体的に探究する学習を実現するために課題を設定する学習場面の在り方を

検討すること、精選した指導と評価の計画を島根県内の各中学校に提案することを第１の目的と

した。また、チームしまねにおける授業づくりに係る情報の共有や協議を効果的に行うためのオ

ンライン会議の在り方を検討し、持続可能なコミュニティの場にしていくことを第２の目的とし

た。第１の目的については、課題を設定する学習場面のポイントが見えてきた。また、単元のは

じめに単元を貫く課題を設定することで、生徒の主体的な探究の実現につながることが見えてき

た。第２の目的については、勤務時間内にオンライン会議を実施できるようにする環境を整える

必要性が見えてきた。さらには、教科指導リーダーが中心となって地域の中学校理科教員を集め、

理科の授業に係る情報の共有を進める取組が一部の地域で自発的に行われるようになった。 

 

【キーワード：中学校理科 単元を貫く課題 指導と評価の計画 オンライン会議】 

 

 

１１  問問題題のの所所在在  

平成 29 年告示の中学校学習指導要領解説理科編１）の目標の改善の要点には、「生徒が自然の

事物・現象に進んで関わり、問題を見いだし見通しをもって観察、実験を行うなど、自ら学ぶ

意欲を重視した」と明記されている。さらに、令和４年に実施された全国学力・学習状況調査

の中学校理科の調査問題では、図１のように問題を見いだし、課題を設定する学習の場面が取

り上げられている。これは、生徒の主体的な探究の実現には、その出発点である課題を設定す

る過程を含む導入の場面が重要であることを示唆している。そこで、課題を設定する学習場面

の在り方を検討する必要があると考えたことが、本研究に取り組んだ第１の問題意識である。 

加えて、この問題意識を島根県内で活躍する理科の教科指導リーダーと共有することで、島

根県内の各中学校における生徒が主体的に探究する授業の実践につながることが期待できる。

教科指導リーダーを中心とした授業づくりチーム（以下、チームしまねという）において協議

を重ね、各中学校において実践可能な指導と評価の計画を検討する必要があると考えたことが、

第２の問題意識である。 

なお、本研究における授業では、単元を

貫く課題を中心に据える。このことによっ

て、単元のはじめに単元を貫く課題を設定

し、生徒が探究の過程を通した学習の後に、

再び単元を貫く課題について振り返る学

習が展開できると考える。 
図１ 令和４年度全国学力・学習状況調査（中学校理科） 
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はじめに 

 
平成 29 年告示の中学校学習指導要領解説理科編には、「課題の把握（発見）」「課題の探究（追

究）」「課題の解決」という学習過程例（探究の過程）が示されている。また、「生徒が自然の事物・現

象に進んで関わり、問題を見いだし見通しをもって観察、実験を行うなど、自ら学ぶ意欲を重視した」と

明記されている。中学校理科においては「自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能

力を育成すること」が目標として示されている。さらに、令和４年に実施された全国学力・学習状況調査

の理科の調査問題では、図１のように問題を見いだし、課題を設定する学習の場面が取り上げられてい

る。生徒が自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究するためには、その出発点である課題を設

定する過程を含む導入の場面が重要であることを読み取ることができる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
筆者らは、令和６年度に課題を設定する学習場面に注目し、生徒が自然の事物・現象に進んで関わ

り、科学的に探究するための単元構成の在り方を検討した。検討の過程において、課題を設定するため

には「題材」の設定がポイントであることが見えてきた。図１の場面においては「押して使うばね」が「題

材」にあたる。「題材」に出合い、新たな気付きや視点を得た生徒は「どうしてだろう」などと疑問を抱くと

ともに、「知りたい」と自然の事物・現象に進んで関わろうとする意欲が高まるであろう。その生徒の思い

や考えと合致する課題が設定できたとき、生徒の科学的に探究する活動は一段と主体的になることが期

待できる。 

「題材」によっては単元を貫く課題を設定することができることも見えてきた。単元を貫く課題を設定し

た学習は、単元を通して「題材」のしくみやはたらきを探究するための学習であり、生徒にとっては単元の

学習内容の一つ一つがつながる学習になる。さらには、単元を通して身に付けた資質・能力を生徒が発

揮することも期待できる。ゆえに各時間の学習が有意味な学びとなる。 

生徒が「題材」に出合い、新たな気付きや視点を得たばかりのときは、当然のことながらそのしくみや

はたらきについて説明することは困難である。しかし、その「題材」について主体的に単元の学習を進め

ていく中で、生徒はだんだんとそのしくみやはたらきを説明できるようになるだろう。さらには、生徒が単元

の最後に「題材」のしくみやそのはたらきを説明したとき、生徒はその単元の学習の成果を自覚すること

もできるだろう。 

図１ 令和４年全国学力・学習状況調査中学校理科調査問題の一部 
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２２  研研究究のの目目的的  

本研究は、生徒が主体的に探究する学習を実現するために課題を設定する学習場面の在り方

を検討し、精選された指導と評価の計画を島根県内の各中学校に提案することを第１の目的と

する。 

また、チームしまねにおける授業づくりに係る情報の共有や協議を効果的に行うためのオン

ライン会議の在り方を検討し、持続可能なコミュニティの場にすることを第２の目的とする。 

 

３３  研研究究のの方方法法  

（（１１））チチーームムのの編編成成  

島根県内の中学校理科教員を中心としたチームを編成する。 

（（２２））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの検検討討  

   教科指導リーダーが単元を貫く課題を設定する授業を提案し、以下の点についてチームし

まねのメンバーでオンライン会議及び参集会議によって協議する。 

○単元を貫く課題を設定するための題材（事象）を検討する。 

○教科指導リーダーが構想した単元の指導と評価の計画について協議し、検討する。 

○教科指導リーダーが構想した各時間の学習展開について協議し、検討する。 

 なお、チームしまねで設定する単元を貫く課題とは、単元全体を通して生徒が解決する中

心的な課題のことである。単元を貫く課題は、単元の内容を統合したもので、生徒が学習の

方向性を明確にするものであると捉えている。生徒が単元のはじめに「単元を貫く課題」を

設定し、単元の終末で「単元を貫く課題」の結論を導出する学習を進めることで、理科で育

むべき資質・能力を、単元を通して身に付けることができると考える。 

（（３３））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの実実践践  

協議によって練り上げられた授業構想について、教科指導リーダーが当該校の生徒の実態

に合わせて学習展開を修正し、授業実践を行う。また、次の流れで学習展開の改善を図る。 

ア）教科指導リーダーによって授業を実践する。 

授業実践者以外のチームしまねのメンバーが、授業を実践する学校に出向き授業を参

観する。あるいは撮影した授業動画を視聴する。 

イ）チームしまねのメンバーで、教科指導リーダーが実践した授業における生徒の変容（ワ

ークシートや振り返りの記述）について協議し、分析する。 

ウ）協議を踏まえ、単元を貫く課題を設定する単元の指導と評価の計画及び各時間の学習

展開を改善する。 

（（４４））成成果果物物のの作作成成  

改善された単元を貫く課題を設定する単元の指導と評価の計画及び各時間の学習展開を

成果物にまとめる。また、成果物を島根県内のすべての中学校に配付する。 

（（５５））オオンンラライインン会会議議のの在在りり方方のの検検討討  

令和６年度のチームしまねの取組に係るアンケート調査（実施回数、実施形態及び授業構

想における意識の変化等）から分析し、オンライン会議の在り方を検討する。 
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４４  研研究究のの内内容容とと結結果果  

（（１１））チチーームムししままねねのの編編成成  

表１に示すとおり、令和５年度に島根県内の中学校理科教員７名、県教育委員会の理科担

当指導主事１名、国立教育政策研究所の学力調査官・教育課程調査官の合計９名でチームし

まねを編成してスタートした。島根県内の中学校理科教員は、島根県内の５地域における理

科教育のリーダーになることを期待して、それぞれの地域から１名以上を選出し、さらに島

根大学教育学部附属義務教育学校後期課程の教員の１名を含めてメンバーを編成した。 

令和６年度のはじめ（４月）には、令和５年度のメンバーに島根県内の中学校理科教員３

名及び県教育委員会の理科担当指導主事１名を加えた合計 13 名とした。このうちの中学校

理科教員１名が地域を越えた人事異動により浜田教育事務所管内のメンバーが０名になった。 

令和６年度の途中（８月）には島根県内の５地域のメンバーで編成するために、中学校理

科教員の人数を４名増員した。５地域の内訳は、松江教育事務所管内は２名、出雲教育事務

所管内は３名、浜田教育事務所は１名、益田教育事務所管内は３名、隠岐教育事務所管内は

３名である。中学校理科教員は、さらに島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程の教員

の２名を含めた合計 14 名である。 

なお、令和６年度の中学校理科教員 14 名の教職経験年数は、４～６年目が５名、７～10 年

目が６名、11～15 年目が１名、16 年目以上が２名である。 

 

表１ チームしまねのメンバー 

地域等 
令和５年度 

の人数（名） 

令和６年度４月 

の人数（名） 

令和６年度８月 

の人数（名） 

松江教育事務所管内 １ １ ２ 

出雲教育事務所管内 １ ３ ３ 

浜田教育事務所管内 １ ０ １ 

益田教育事務所管内 ２ ２ ３ 

隠岐教育事務所管内 １ ３ ３ 

附属義務教育学校 １ 1 ２ 

中学校理科教員の合計 ７ 10 14 

理科担当指導主事 １ ２ ２ 

国立教育政策研究所 １ １ １ 

合計 ９ 13 17 

 

（（２２））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの検検討討  

 令和６年度は３名の教科指導リーダーが中学校第１学年から第３学年までの各学年におい

て授業実践を行った。授業実践の実施時期、実践校及び実施単元は表２のとおりである。５

月から７月に、中学校第３学年「化学変化と電池」単元で出雲市立Ａ中学校の教科指導リー

ダーが授業実践を行った。６月から９月に、中学校第２学年「植物のからだのつくりとはた

らき」単元で益田市立Ｂ中学校の教科指導リーダーが授業実践を行った。10 月から 12 月に、

中学校第 1 学年「光」単元で出雲市立Ｃ中学校の教科指導リーダーが授業実践を行った。 
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（（１１））チチーームムのの編編成成  

島根県内の中学校理科教員を中心としたチームを編成する。 

（（２２））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの検検討討  

   教科指導リーダーが単元を貫く課題を設定する授業を提案し、以下の点についてチームし

まねのメンバーでオンライン会議及び参集会議によって協議する。 

○単元を貫く課題を設定するための題材（事象）を検討する。 

○教科指導リーダーが構想した単元の指導と評価の計画について協議し、検討する。 

○教科指導リーダーが構想した各時間の学習展開について協議し、検討する。 

 なお、チームしまねで設定する単元を貫く課題とは、単元全体を通して生徒が解決する中
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方向性を明確にするものであると捉えている。生徒が単元のはじめに「単元を貫く課題」を

設定し、単元の終末で「単元を貫く課題」の結論を導出する学習を進めることで、理科で育

むべき資質・能力を、単元を通して身に付けることができると考える。 

（（３３））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの実実践践  

協議によって練り上げられた授業構想について、教科指導リーダーが当該校の生徒の実態

に合わせて学習展開を修正し、授業実践を行う。また、次の流れで学習展開の改善を図る。 

ア）教科指導リーダーによって授業を実践する。 

授業実践者以外のチームしまねのメンバーが、授業を実践する学校に出向き授業を参

観する。あるいは撮影した授業動画を視聴する。 

イ）チームしまねのメンバーで、教科指導リーダーが実践した授業における生徒の変容（ワ

ークシートや振り返りの記述）について協議し、分析する。 

ウ）協議を踏まえ、単元を貫く課題を設定する単元の指導と評価の計画及び各時間の学習

展開を改善する。 

（（４４））成成果果物物のの作作成成  

改善された単元を貫く課題を設定する単元の指導と評価の計画及び各時間の学習展開を

成果物にまとめる。また、成果物を島根県内のすべての中学校に配付する。 

（（５５））オオンンラライインン会会議議のの在在りり方方のの検検討討  

令和６年度のチームしまねの取組に係るアンケート調査（実施回数、実施形態及び授業構

想における意識の変化等）から分析し、オンライン会議の在り方を検討する。 
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表２ 授業実践の実施時期、実践校及び実施単元 

実施時期 実践校 学年 実施単元 

５月～７月 出雲市立Ａ中学校 第３学年 化学変化と電池 

６月～９月 益田市立Ｂ中学校 第２学年 植物のからだのつくりとはたらき 

10 月～12 月 出雲市立Ｃ中学校 第１学年 光 

 

また、それぞれの授業実践の前後に、主に次のア）からオ）の目的でオンライン会議及び

参集会議を実施した。オンライン会議、参集会議の実施日及び協議の概要は表３のとおりで

ある。 

ア）単元を貫く課題を設定するための題材（事象）を検討する。 

イ）教科指導リーダーが事前に構想した単元の指導と評価の計画について検討する。 

ウ）教科指導リーダーが事前に構想した各時間の学習展開について検討する。 

エ）教科指導リーダーが実践した授業における生徒の変容について協議し、分析する。 

オ）実践を踏まえ、単元を貫く課題を設定する単元の指導と評価の計画及び各時間の学習

展開を改善する。 

 

表３ オンライン会議、参集会議の実施日及び協議の概要 

回 実施形態 実施日時 協議の概要 

第 1 回 オンライン 
４月 24 日（月） 

18：30〜19：10 

・授業実践者の決定 

・「単元を貫く課題」についての確認 

第２回 オンライン 
５月 13 日（月） 

18：30〜19：30 

・「化学変化と電池」単元の単元構想について

説明 

・第１時～第２時の検討 

・第９時の検討 

第３回 オンライン 
６月 16 日（日） 

14：00〜15：15 

・「植物のからだのつくりとはたらき」単元の

単元構想について説明 

・単元を貫く課題を設定するための題材につい

て検討 

第４回 参集 
８月 11 日（日） 

14：00〜17：00 

・授業動画の視聴 

・授業における生徒の変容について協議 

第５回 オンライン 
10 月 25 日（金） 

18：30〜19：50 

・「光」の単元を貫く課題を設定するための題

材について検討 

第６回 オンライン 
10 月 30 日（水） 

18：30〜19：45 

・「光」の単元を貫く課題を設定するための題

材について再検討 

・単元を貫く課題の文言について検討 

第７回 オンライン 
11 月７日（木） 

18：30〜19：30 

・「光」単元の単元構想について説明 

・第１時の検討 

第８回 オンライン 
12 月 21 日（土） 

15：00～16：00 

・実践された「光」単元のまとめの授業につい

て協議 
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 各回における主な協議の内容は、次のとおりである。 

  ① 第１回 

  第１回は、オンラインで実施した。この回では、年間を通して「単元を貫く課題」をテ

ーマにして授業づくりを進めることを確認し、授業実践者を決定した。また、「単元を貫く

課題」について確認した。 

  ② 第２回 

第２回は、オンラインで実施した。この回では、「化学変化と電池」単元の単元構想につ

いて協議した。特に、単元を貫く課題を設定する第１時及び第２時について検討した。協

議では、「大きな電流が流れる」ことを探究するよりも「電池の仕組み」を明らかにする探

究にしてはどうかなどの意見が出た。探究の課題については、最初から教師が示すのでは

なく、生徒自身が電池の仕組みに着目して課題を設定できるようにすることを確認した。 

  ③ 第３回 

    第３回は、オンラインで実施した。この回では、「植物のからだのつくりとはたらき」単

元の単元構想について協議した。授業者からは、仮説を設定し、条件制御して実験できる

ように展開したいとの意向が示された。その後、単元を貫く課題を設定するための題材に

ついて検討した。協議では、「ジャガイモを題材にして単元を貫く課題を設定し、ジャガイ

モにあるデンプンはどこから来ているのかを探究できるようにしてはどうか」、「葉のつく

りとはたらきだけでなく、茎や根のつくりとはたらきも含めるように単元を広く捉えては

どうか」という意見が出た。また、「生徒の身近にある葉を扱うとよいのではないか」とい

う意見が出た。 

  ④ 第４回 

    第４回は、参集で実施した。この回では、まず出雲市立Ａ中学校における授業実践の動

画を視聴し、授業における生徒の変容について協議した。生徒が付箋に電池の仕組みに係

る気付きをたくさん書いていることから、探究の課題を設定する場面において生徒が疑問

をもてていたことがわかった。また、生徒がさまざまな条件を変えて試行錯誤しながら実

験している様子がワークシートから見取れた。続けて、益田市立Ｂ中学校における授業実

践の動画を視聴し、授業における生徒の変容について協議した。生徒が葉、茎及びイモに

着目してデンプンの有無に係るたくさんの疑問を書いていること、これから探究して解決

したいという意欲をもつことができたことがわかった。また、根から吸収する肥料と光合

成によってできるデンプンとの区別がついていない生徒がいることがわかった。 

  ⑤ 第５回 

    第５回は、オンラインで実施した。この回では、「光」の単元を貫く課題を設定するため

の題材について協議した。提案された題材は、ケプラー式望遠鏡（凸レンズ二つで倒立に

見える望遠鏡）とガリレオ式望遠鏡（凸レンズと凹レンズで正立に見える望遠鏡）を比較

して、見え方の違いを探究するものであった。協議では、「学習指導要領に記載されていな

い凹レンズを扱わないようにしたい」、「最終的に作図につなげるためには２枚の凸レンズ

を扱うのは難しい」などの意見が出た。授業実践者からは、過去に２枚の凸レンズを重ね

たときに生徒が意欲を示したことから、２枚の凸レンズで課題を設定したいとの意向が示

された。最終的には、次回に再度検討することになった。 
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  ⑥ 第６回 

    第６回は、オンラインで実施した。この回では、改めて「光」の単元を貫く課題を設定

するための題材及び単元を貫く課題について協議した。協議では、２枚の凸レンズを扱う

のならば顕微鏡の仕組みを探究できる単元にしてはどうか、２枚のレンズについて１枚ず

つ探究し結論を導出できるようにしてはどうかという意見が出た。単元を貫く課題につい

ては、「逆向きに見えるのはどうしてだろうか」、「大きく見えるのはどうしてだろうか」な

どの課題が設定できるとの意見が出た。いずれにしても生徒は顕微鏡を用いて観察する方

法はわかっているので、顕微鏡の仕組みを探究させたいことを確認した。 

  ⑦ 第７回 

第７回は、オンラインで実施した。この回では、「光」単元の単元構想及び第 1 時につい

て協議した。協議では、「物の見え方について探究できるようにする」、「探究の課題が光の

進み方に着目できるようになっているとよい」などの意見が出た。協議を通して、最終的

に「光が○○に進む。だから物が○○に見える」と生徒が納得できるように展開すること

を確認した。続けて、第１時の授業展開について協議した。協議によって、生徒が顕微鏡

のモデルをのぞき、実際に物体を見ながら問題を見いだせるようにし、その問題から「光

の進み方」に着目した課題を設定するという流れで展開することになった。 

  ⑧ 第８回 

第８回は、オンラインで実施した。この回では、まず出雲市立Ｃ中学校において実践さ

れた「光」単元のまとめの授業の動画を視聴し、授業における生徒の変容について協議し

た。生徒が自分たちで実験したり、考えたりして主体的に学習しようとする姿が多く見ら

れたこと、生徒がしっかりと作図できていたこと、実物が目の前にあったことで思考や話

し合いが深まったことがわかった。協議を通して、目標に対して授業の動画に映っていた

生徒全員にＡ評価がつけられることが確認された。 

 

（（３３））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの実実践践  

① 単元を貫く課題を設定する授業の実践の概要 

 授業実践者がそれぞれの実施単元において授業を行った。授業は、チームしまねのメン

バーが学校に出向き参観したり、撮影した授業動画を視聴したりした。 

 ア 出雲市立Ａ中学校における単元を貫く課題を設定する授業の実践 

   第１時及び第２時の合計２時間で、単元を貫く課題を設定した。 

    第１時は、電解質の水溶液の中に金属板を入れると電流を取り出すことができる現象

に出合えるようにした。授業の目標は「電流が流れる条件を調べる実験に進んで取組み、

試行錯誤しながら、電流を取り出せる条件を見いだす」と設定し、主に学びに向かう力

の資質・能力の育成をねらった。まず、ガルヴァーニがカエルの解剖中に、二つの金属

を当てると足が痙攣することを偶然発見したことを伝えた。次に、電子オルゴールをつ

ないだ２枚の金属板を鶏肉に当てると、電子オルゴールが鳴ることを演示実験で示した。

ここでは、生徒が肉に２枚の金属を当てると電流が流れるのではないかという仮説を立

てられることをねらった。そして、生徒がどのような条件で電流が流れるかを調べた。

その際、金属板（銅、マグネシウム、亜鉛各２枚ずつ）、鶏肉、トマト、食塩水、砂糖水、
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ビーフジャーキー、ドライマンゴー、電子オルゴールを使い、電流が流れる組み合わせ

を生徒が調べた。 

図２のように、第２時の授業の目標は「電池について調べた実験の結果から、気付き

や疑問を挙げ、課題を設定することができる」と設定し、主に思考力、判断力、表現力等

の資質・能力の育成をねらった。まず、実験の結果から気付くことを班で話し合った。

生徒は、「違う種類の金属板のときに電流が流れる」、「金属板の組み合わせによって電流

の大きさが変わる」という金属板に着目した気付き、「金属板を当てるものが濡れている」、

「電解質でなければいけない」という水溶液に着目した気付き、「当てるものによって電

流の大きさが変わる」という電流の大きさに着目した気付きをタブレット端末に記録し

た。次に、実験の装置は電池と同じはたらきをしていることを確認したうえで、気付き

をまとめ、電池ができる条件について話し合った。生徒は、「違う種類の金属板を電解質

の水溶液につけると電池になる」、「金属板の種類や水溶液の種類で電流の大きさが変わ

る」ことに気付いていた。そして、気付きや疑問を確かなものにするために解決したい

課題を設定した。生徒から「金属の組み合わせと電流の流れ方にはどのような関係があ

るか」、「大きな電流が流れる電池に共通していることは何か」、「物質（当てるもの）と

電流の大きさにはどのような関係があるか」、「金属板の組み合わせで、電流が流れる条

件は何だろうか」、「水溶液と電池にはどのような関係があるのだろうか」が課題として

挙げられた。そして、これらを踏まえ、単元を貫く課題を「電池の代わりになるものの

条件は何だろうか」と生徒の言葉によって設定した。電池のしくみについて探究できる

課題であるため、授業実践者が想定していた範囲内の課題を設定することができた。 

 

 イ 益田市立Ｂ中学校における単元を貫く課題を設定する授業の実践 

   図３のように、第１時において単元を貫く課題を設定した。 

    第１時の授業の目標は「サトイモの観察を通して、既習事項と関連付けて、植物のか

らだのつくりとはたらきに問題を見いだし、見通しをもって課題を設定する」と設定し、

主に学びに向かう力の資質・能力の育成をねらった。まず、新聞紙にくるんだサトイモ

の種芋（サトイモＡ）と畑で育った葉や根があるサトイモの種芋（サトイモＢ）を見比

べられるようにした。次に、新聞紙にくるんだサトイモＡは成長しなかったことを確認

し、植物が成長するための条件は何かを問い、小学校の既習事項を想起できるようにし

た。続いて、サトイモＢには葉、茎、根が出ていること、新しいイモ（子イモ）があるこ

とを確認し、それぞれの部位にヨウ素液をかけたときの変化を調べるように展開した。

ヨウ素液をかけた結果、葉とイモ、子イモは青紫色に変化したが、茎と根は変化がなか

ったことを確認した。この実験の結果を踏まえて、気付いたことや疑問をタブレット端

末に打ち込んだ。生徒は、「イモは土に埋まっていて光が当たらないのにデンプンができ

ているのはなぜだろうか」、「葉でつくられたデンプンはどのようにして子イモまでたど

りついたのだろうか」、「子イモに含まれるデンプンはどこから来たのだろうか」等の気

付きや疑問を挙げた。そして、気付きや疑問を踏まえて、単元を貫く課題を設定した。

最終的には、「イモにあるデンプンはどこでつくられて、どこを通って、イモに蓄えられ

たのだろうか」という単元を貫く課題を設定した。 

6 
 

  ⑥ 第６回 

    第６回は、オンラインで実施した。この回では、改めて「光」の単元を貫く課題を設定

するための題材及び単元を貫く課題について協議した。協議では、２枚の凸レンズを扱う

のならば顕微鏡の仕組みを探究できる単元にしてはどうか、２枚のレンズについて１枚ず

つ探究し結論を導出できるようにしてはどうかという意見が出た。単元を貫く課題につい

ては、「逆向きに見えるのはどうしてだろうか」、「大きく見えるのはどうしてだろうか」な

どの課題が設定できるとの意見が出た。いずれにしても生徒は顕微鏡を用いて観察する方

法はわかっているので、顕微鏡の仕組みを探究させたいことを確認した。 

  ⑦ 第７回 

第７回は、オンラインで実施した。この回では、「光」単元の単元構想及び第 1 時につい

て協議した。協議では、「物の見え方について探究できるようにする」、「探究の課題が光の

進み方に着目できるようになっているとよい」などの意見が出た。協議を通して、最終的

に「光が○○に進む。だから物が○○に見える」と生徒が納得できるように展開すること

を確認した。続けて、第１時の授業展開について協議した。協議によって、生徒が顕微鏡

のモデルをのぞき、実際に物体を見ながら問題を見いだせるようにし、その問題から「光

の進み方」に着目した課題を設定するという流れで展開することになった。 

  ⑧ 第８回 

第８回は、オンラインで実施した。この回では、まず出雲市立Ｃ中学校において実践さ

れた「光」単元のまとめの授業の動画を視聴し、授業における生徒の変容について協議し

た。生徒が自分たちで実験したり、考えたりして主体的に学習しようとする姿が多く見ら

れたこと、生徒がしっかりと作図できていたこと、実物が目の前にあったことで思考や話

し合いが深まったことがわかった。協議を通して、目標に対して授業の動画に映っていた

生徒全員にＡ評価がつけられることが確認された。 

 

（（３３））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる授授業業のの実実践践  

① 単元を貫く課題を設定する授業の実践の概要 

 授業実践者がそれぞれの実施単元において授業を行った。授業は、チームしまねのメン

バーが学校に出向き参観したり、撮影した授業動画を視聴したりした。 

 ア 出雲市立Ａ中学校における単元を貫く課題を設定する授業の実践 

   第１時及び第２時の合計２時間で、単元を貫く課題を設定した。 

    第１時は、電解質の水溶液の中に金属板を入れると電流を取り出すことができる現象

に出合えるようにした。授業の目標は「電流が流れる条件を調べる実験に進んで取組み、

試行錯誤しながら、電流を取り出せる条件を見いだす」と設定し、主に学びに向かう力

の資質・能力の育成をねらった。まず、ガルヴァーニがカエルの解剖中に、二つの金属

を当てると足が痙攣することを偶然発見したことを伝えた。次に、電子オルゴールをつ

ないだ２枚の金属板を鶏肉に当てると、電子オルゴールが鳴ることを演示実験で示した。

ここでは、生徒が肉に２枚の金属を当てると電流が流れるのではないかという仮説を立

てられることをねらった。そして、生徒がどのような条件で電流が流れるかを調べた。

その際、金属板（銅、マグネシウム、亜鉛各２枚ずつ）、鶏肉、トマト、食塩水、砂糖水、
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 図２ 第３学年「化学変化と電池」単元の学習指導案 
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 ５
．
知

り
た

い
こ

と
や

確
か

め
た

い
こ

と
を

も
と

に
、課

題
を

設
定

す
る

。 
○

個
人

で
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

出
す

。 
○

班
で

話
し

合
っ

て
課

題
を

設
定

す
る

。 
○

学
級

全
体

に
発

表
す

る
。 

・
電

池
は

ど
の

よ
う

な
し

く
み

で
電

流
を

流
し

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

。 
・ど

の
よ

う
な

条
件

で
電

池
が

で
き

る
の

だ
ろ

う
か

。 
・金

属
板

の
種

類
と

電
流

の
大

き
さ

に
は

ど
ん

な
関

係
が

あ
る

だ
ろ

う
か

。 
・身

の
ま

わ
り

の
も

の
で

電
池

を
つ

く
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
い

い
だ

ろ
う

か
。 

・電
池

の
電

流
の

大
き

さ
は

、何
に

よ
っ

て
決

ま
る

だ
ろ

う
か

。 
 ６

．単
元

を
貫

く
課

題
を

設
定

す
る

。 
○

班
で

話
し

合
い

、単
元

を
貫

く
課

題
を

設
定

す
る

。 
・ど

ん
な

条
件

で
電

池
が

で
き

、そ
の

電
池

は
ど

の
よ

う
な

し
く

み
で

電
流

を
流

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。 

・電
池

っ
て

何
だ

ろ
う

。 
・電

池
っ

て
ど

う
い

う
も

の
だ

ろ
う

か
。 

 ７
．振

り
返

り
 

○
三

つ
の

振
り

返
り

の
視

点
で

振
り

返
り

を
書

く
。 

・自
分

が
考

え
た

こ
と

 
（

自
分

の
考

え
の

履
歴

、考
え

の
変

化
な

ど
）

」
 

・対
話

の
よ

う
す

 
（

誰
と

、ど
の

よ
う

な
対

話
を

し
て

、ど
う

思
っ

た
か

等
）

 
・新

た
に

気
付

い
た

こ
と

 

 ・
知

り
た

い
こ

と
や

確
か

め
た

い
こ

と
の

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
課

題
を

設
定

す
る

よ
う

に
促

す
。 

・ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
を

各
班

に
配

付
し

、作
成

し
た

課
題

を
書

き
出

す
よ

う
に

す
る

。 
・課

題
の

設
定

に
使

え
そ

う
な

言
葉

を
確

認
す

る
。 

（
「

し
く

み
」

「
条

件
」

「
ど

の
よ

う
な

」
「

関
係

」
等

。
「

な
ぜ

」
「

ど
う

し
て

」
は

使
わ

な
い

）
 

              ・振
り

返
り

を
書

く
前

に
、
探

究
の

過
程

を
提

示
し

な
が

ら
、今

後
の

授
業

の
見

通
し

を
確

認
す

る
。 

 

 評
価

 
・電

池
に

つ
い

て
調

べ
た

実
験

の
結

果
か

ら
、気

付
き

や
疑

問
を

挙
げ

、課
題

を
設

定
し

て
い

る
。 【
思

考
・判

断
・表

現
】

 

十
分

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

概
ね

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

支
援

を
要

す
る

状
況

へ
の

手
立

て
 

電
池

に
つ

い
て

調
べ

た
実

験
の

結
果

か
ら

、
気

付
き

や
疑

問
を

挙
げ

た
り

、ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
出

し
た

り
し

て
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。
ま

た
、
気

付
き

や
疑

問
を

も
と

に
、電

池
に

つ
い

て
知

り
た

い
こ

と
や

確
か

め
た

い
こ

と
を

記
述

し
て

い
る

。 

電
池

に
つ

い
て

調
べ

た
実

験
の

結
果

か
ら

、気
付

き
や

疑
問

を
挙

げ
、級

友
に

伝
え

た
り

、ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
出

し
た

り
し

て
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。 
 

（
十

分
満

足
で

き
る

と
判

断
さ

れ
る

状
況

へ
の

手
立

て
）

 

 振
り

返
り

を
書

く
前

に
今

後
の

探
究

の
見

通
し

を
確

認
す

る
。 

生
徒

の
気

付
き

の
記

述
を

確
認

し
、

生
徒

が
何

に
着

目
し

て
い

る
か

確
認

し
た

上
で

、「
ど

ん
な

こ
と

を
知

り
た

い
と

思
っ

た
の

か
」

、
「

何
を

確
か

め
た

い
と

思
っ

た
の

か
」

問
い

か
け

る
。 
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第第
３３

学学
年年

  「「
化化

学学
変変

化化
とと

電電
池池

」」
学学

習習
指指

導導
案案

  
 本

時
の

学
習

（
第

２
時

／
1

1
時

間
）

 

目
 標

 
電

池
に

つ
い

て
調

べ
た

実
験

の
結

果
か

ら
、気

付
き

や
疑

問
を

挙
げ

、課
題

を
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。【

思
考

力
、判

断
力

、表
現

力
等

】
 

 展
開

 

学
習

活
動

（
○

）
 、

予
想

さ
れ

る
生

徒
の

反
応

（
・）

 
働

か
せ

る
見

方
・考

え
方

（
☆

）
、 

手
立

て
（

・）
、 

支
援

（
○

）
 

１
．前

時
の

復
習

を
す

る
。 

・ガ
ル

ヴ
ァ

ー
ニ

が
カ

エ
ル

の
解

剖
中

、足
に

金
属

板
を

当
て

る
と

電
流

が
流

れ
る

こ
と

を
発

見
し

、
電

池
の

開
発

の
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。 

・手
順

：
金

属
板

(銅
２

枚
、亜

鉛
板

２
枚

、M
ｇ

２
枚

)、
鶏

肉
、ト

マ
ト

、食
塩

水
、砂

糖
水

、ビ
ー

フ
ジ

ャ
ー

キ
ー

、電
子

オ
ル

ゴ
ー

ル
を

使
っ

て
、電

池
が

で
き

な
い

か
や

っ
て

み
た

。 
・結

果
：前

時
に

ま
と

め
た

表
を

各
班

に
配

付
す

る
。 

 ２
．め

あ
て

を
提

示
す

る
。 

め
あ

て
：
「

や
っ

て
み

よ
う

」
の

結
果

か
ら

、電
池

に
つ

い
て

の
気

付
き

や
疑

問
を

挙
げ

、課
題

を
設

定
す

る
。 

 ３
．実

験
の

結
果

か
ら

気
付

き
や

疑
問

を
挙

げ
る

。 
○

個
人

で
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

出
す

。 
○

班
で

伝
え

合
っ

た
後

、学
級

全
体

で
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有
す

る
。 

・異
な

る
種

類
の

金
属

を
つ

な
い

だ
と

き
に

、電
流

が
流

れ
る

。 
・同

じ
種

類
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金
属

で
は

電
流
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流

れ
な

い
。 

・
金

属
板

を
当

て
る
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の

に
水

分
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含
ま

れ
て

い
る

と
電

流
が

流
れ

る
。 

・電
解

質
の

水
溶

液
に

つ
け

た
と

き
に

電
流

が
流

れ
る

。 
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て
る

も
の

や
金

属
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組
み
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せ
に
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っ

て
電

流
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大
き
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変
わ

る
。 

 ４
．

気
付

き
や

疑
問

を
も

と
に

、電
池

に
つ

い
て

知
り

た
い

こ
と

や
確

か
め

た
い

こ
と

を
挙

げ
る

。 
○

個
人

で
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

出
す

。 
○

班
で

伝
え

合
っ

た
後

、学
級

全
体

で
共

有
す

る
。 

・そ
も

そ
も

ど
う

し
て

電
流

が
流

れ
る

の
だ

ろ
う

。 
・ど

う
し

て
鶏

肉
や

ト
マ

ト
、食

塩
水

が
電

池
に

な
る

の
だ

ろ
う

。 
・他

に
ど

ん
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の

が
電

池
に

な
る

の
だ

ろ
う

。 
・ど

う
し

て
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な
る

金
属

板
で

な
け

れ
ば

い
け

な
い

の
だ

ろ
う

。 
・電

池
が

で
き

る
条

件
は

何
だ

ろ
う

か
。 

・ど
う

し
て

当
て

る
も

の
を

変
え

る
と

電
流

の
大

き
さ

が
変

わ
る

の
か

。 
・ど

う
し

て
金

属
の

種
類

に
よ

っ
て

電
流

の
大

き
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が
変

わ
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か
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         ・探
究

の
過

程
を

提
示
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な
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ら

伝
え

る
。 

   ☆
見

方
：

共
通

性
の

視
点

（
電

流
が

流
れ
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き
の

共
通

点
を

考
え

る
。）

 
☆

見
方

：
量

的
・関

係
的

な
視

点
（

実
験

の
結

果
か

ら
、電

流
を

と
り

出
す

た
め

に
必

要
な

条
件

を
見

い
だ

す
。）

 
・
班

の
代

表
が

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
ア

プ
リ

に
付

せ
ん

で
挙

げ
る

こ
と

で
、学

級
全

体
で

共
有

で
き

る
よ

う
に

す
る

。 
・付

せ
ん

を
移

動
す

る
こ

と
で

気
付

き
を

分
類

し
、 

グ
ル

ー
プ

を
つ

く
る

。 
 ・
班

の
代

表
が

ホ
ワ
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ト
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ー

ド
ア

プ
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ん

に
挙

げ
、学

級
全

体
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共
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う
に
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。 
・
付

せ
ん

を
移

動
し

、
知

り
た

い
こ

と
や

確
か
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た
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こ

と
を
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し
、グ
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プ
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つ
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。 

  評
価

【
思
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】

 
・

電
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果
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や

疑
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。 
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価
方
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動
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、記
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分

析
] 
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 図３ 第２学年「植物のからだのつくりとはたらき」単元の学習指導案 
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 図２ 第３学年「化学変化と電池」単元の学習指導案 
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     ○
 学

習
を

振
り
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、プ
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ン
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に
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入
す
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。 

（
今

日
の

授
業

で
気

付
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た
こ
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書
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う
）

 

・み
ん

な
の

意
見

を
聞

い
て

サ
ト

イ
モ

の
子

イ
モ

の
デ
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プ

ン
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ら
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の
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き
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。 
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り
、子
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き
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え
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十
分

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

概
ね

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

努
力

を
要

す
る

状
況

へ
の

手
立

て
 

サ
ト

イ
モ

の
観

察
を

通
し

て
、既

習
事

項

と
関

係
付

け
た

り
、
友

達
の

意
見

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
、植

物
の

か
ら

だ

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
に

つ
い

て
問

題
を

見
い

だ
し

、見
通

し
を

も
っ

て
課

題
を

設

定
し

よ
う

と
し

て
い

る
。 

サ
ト

イ
モ

の
観

察
を

通
し

て
、既

習
事

項

と
関

係
付

け
て

、植
物

の
か

ら
だ

の
つ

く

り
と

は
た

ら
き

に
つ

い
て

問
題

を
見

い
だ

し
、
見

通
し

を
も

っ
て

課
題

を
設

定
し

よ

う
と

し
て

い
る

。 

友
達

の
意

見
を

参
考

に
し

な
が

ら
、自

分
な

り
に

マ
イ

ノ
ー

ト
ブ

ッ
ク

に
入

力
す

る
よ

う
伝

え
る

。 

＜
当

て
は

ま
る

生
徒

の
様

子
＞

 

・
サ

ト
イ

モ
を

観
察

し
、
気

付
き

や
疑

問

を
発

言
し

た
り

、
マ

イ
ノ

ー
ト

ブ
ッ

ク
に

打
ち

込
ん

だ
り

し
た

上
で

、友
達

の
意

見
を

聞
い

て
自

分
の

考
え

を
改

善
し

て
い

る
。 

＜
当

て
は

ま
る

生
徒

の
様

子
＞

 

・
サ

ト
イ

モ
を

観
察

し
、
気

付
き

や
疑

問

を
発

言
し

た
り

、
マ

イ
ノ

ー
ト

ブ
ッ

ク
に

打
ち

込
ん

だ
り

し
て

い
る

。 

＜
当

て
は

ま
る

生
徒

の
様

子
＞

 

・
サ

ト
イ

モ
を

観
察

し
、

気
付

き
や

疑
問

を
発

言
し

た
り

、マ
イ

ノ
ー

ト

ブ
ッ

ク
に

打
ち

込
ん

だ
り

し
て

い

な
い

。 

探
究

し
た

い
課

題
（

例
）

： 
サ

ト
イ

モ
に

あ
る

デ
ン

プ
ン

は
、ど

こ
で

つ
く

ら
れ

て
、ど

こ
を

通
っ

て
、 

イ
モ

に
蓄

え
ら

れ
た

の
だ

ろ
う

か
。 評

価
規

準
【

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
】

 

・サ
ト

イ
モ

の
観

察
を

通
し

て
、既

習
事

項
と

関
係

付
け

て
、植

物
の

か
ら

だ
の

つ
く

り
と

は
た

ら
き

に

つ
い

て
問

題
を

見
い

だ
し

、見
通

し
を

も
っ

て
課

題
を

設
定

し
よ

う
と

し
て

い
る

。 

[行
動

観
察

・マ
イ

ノ
ー

ト
ブ

ッ
ク

] 
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第第
22

学学
年年

  「「
植植

物物
のの

かか
らら

だだ
のの

つつ
くく

りり
とと

はは
たた

らら
きき

」」
  学学

習習
指指

導導
案案

  
 本

時
の

学
習

（
第

1
時

／
1

3
時

間
）

 

目
 標

 

サ
ト

イ
モ

の
観

察
を

通
し

て
、既

習
事

項
と

関
係

付
け

て
、植

物
の

か
ら

だ
の

つ
く

り
と

は
た

ら
き

に
つ

い

て
問

題
を

見
い

だ
し

、見
通

し
を

も
っ

て
課

題
を

設
定

す
る

。 

【
学

び
に

向
か

う
力

】
 

 展
開

 学
習

活
動

（
○

）
と

予
想

さ
れ

る
生

徒
の

反
応

（
・）

 
教

師
の

支
援

（
◎

）
、留

意
点

（
・）

 

○
既

習
事

項
を

確
認

す
る

。 

・光
合

成
に

つ
い

て
 

・葉
・茎

・根
の

は
た

ら
き

に
つ

い
て

 

・栄
養

分
と

肥
料

の
違

い
に

つ
い

て
 

 ○
脱

色
し

た
サ

ト
イ

モ
葉

と
、イ

モ
を

輪
切

り
に

し
、ヨ

ウ
素

液

を
垂

ら
す

。 

・青
紫

色
に

変
化

し
た

。 

・葉
に

も
イ

モ
に

も
デ

ン
プ

ン
が

あ
る

。 

 ○
気

付
い

た
こ

と
・疑

問
点

を
書

く
。 

・葉
に

も
イ

モ
に

も
デ

ン
プ

ン
が

あ
る

。 

・イ
モ

の
デ

ン
プ

ン
は

ど
こ

で
作

ら
れ

た
の

だ
ろ

う
か

。 

・葉
に

あ
る

デ
ン

プ
ン

は
ど

こ
を

通
っ

て
イ

モ
ま

で
い

っ
た

の

だ
ろ

う
か

。 

         ○
気

付
い

た
こ

と
や

疑
問

を
踏

ま
え

、単
元

を
通

し
て

探
究

し

た
い

課
題

を
設

定
す

る
。 

・イ
モ

は
光

に
当

た
っ

て
い

な
い

の
に

デ
ン

プ
ン

が
で

き
て

い

る
の

は
な

ぜ
だ

ろ
う

か
。 

・子
イ

モ
の

デ
ン

プ
ン

は
ど

こ
か

ら
き

た
の

だ
ろ

う
か

。 

 

・事
前

に
レ

デ
ィ

ネ
ス

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
お

く
。 

    ◎
サ

ト
イ

モ
の

実
物

を
用

意
す

る
。 

◎
サ

ト
イ

モ
は

土
に

埋
め

た
状

態
で

見
せ

る
こ

と
で

、イ

モ
に

は
光

が
当

た
っ

て
い

な
い

こ
と

に
気

づ
け

る
よ

う

に
す

る
。 

 ◎
プ

リ
ン

ト
に

は
イ

モ
が

土
の

中
に

埋
ま

っ
て

い
る

上
図

を
載

せ
て

お
く

こ
と

で
、生

徒
が

イ
モ

に
光

が
当

た
ら

ず
光

合
成

を
し

に
く

い
状

態
に

あ
る

こ
と

に
気

づ
け

る

よ
う

に
す

る
。 

◎
気

付
い

た
こ

と
や

疑
問

に
感

じ
た

こ
と

を
１

人
１

人
説

明
し

つ
つ

、
同

じ
意

見
を

集
め

、
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

る

（
K

J
法

の
よ

う
に

）
。 

       ・マ
イ

ノ
ー

ト
ブ

ッ
ク

に
は

サ
ト

イ
モ

の
イ

ラ
ス

ト
を

あ
ら

か
じ

め
添

付
し

て
お

く
こ

と
で

、イ
ラ

ス
ト

に
気

付
き

や
疑

問

を
書

き
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。 
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 ウ 出雲市立Ｃ中学校における授業の実践 

（ア）単元を貫く課題を設定する授業 

    図４のように、第１時において単元を貫く課題を設定した。 

    第１時の授業の目標は「凸レンズを２枚使ったときの見え方に着目して問題を見い

だし、課題を設定できる」と設定し、主に思考力、判断力、表現力等の資質・能力の

育成をねらった。まず、顕微鏡のモデルをのぞいて色々なものを見て、見え方につい

て疑問に思ったことを自分の言葉でワークシートに記入した。「なぜ…なのか」、「どう

して…なのか」という文型を示して疑問を文章にしやすくした。生徒は、「どうして上

下左右反対に見えるのか」、「なぜ近くのものが大きく見えるのか」などの疑問を挙げ

た。次に、これらの疑問について、光は直進すること、 鏡などにあたると反射するこ

となどの既習事項や生活経験をもとに説明する時間を設けた。生徒は、「一つ目のレン

ズで光が曲がり、二つ目のレンズに届くまでに光が逆になる」、「筒の中で反射が起き

ている」、「レンズを通るときに光は直進せずに曲がっている」などの考えを説明した。

そして、顕微鏡のモデルの仕組みを説明するために知りたいことを共有したところ、

生徒から「凸レンズに光を当てた後に、光がどのように進むのか知りたい」という発

言があった。その後、個人、全体の順で課題について検討し、最終的には「顕微鏡で

物体を見ると、上下左右逆向きに拡大して見えるのは、光がどのように進むからなの

だろう」という単元を貫く課題を設定した。 

 （イ）単元を貫く課題について振り返る授業 

    図５のように、第 11 時において単元を貫く課題について振り返る授業を行った。 

    第 11 時の授業の目標は「既習事項を活用し、凸レンズがつくる像に注目して、顕微

鏡の仕組みを説明できる」と設定し、主に学びに向かう力の資質・能力の育成をねら

った。まず、顕微鏡のモデルは、上下左右逆向きで拡大して見えることを確認した。

また、凸レンズには焦点があること、焦点より外側に物体があるときは実像ができ、

焦点より内側に物体があるときは虚像ができることの既習事項を確認した。次に、第

１時で設定した単元を貫く課題を確認した。そして、個人、グループ、全体の順で思

考し、最終的には生徒が個々に単元を貫く課題についての考えをまとめた。145 名中

145 名すべての生徒が、対物レンズによって実像ができていること、実像は接眼レン

ズの焦点より内側にできていること、接眼レンズによって実像の虚像ができているこ

との知識を活用して説明しようとしていた。最後に、「どのように考えたか（考えの根

拠となった知識・技能は何か）」、「どのような対話をしたか（誰と対話したか、どのよ

うな対話が役に立ったか）」、「新たに気付いたこと（気付いたきっかけ、考えの変化）」

の三つの視点から生徒自身が学びを振り返る時間を設けた。生徒が書いた振り返りに

は、「自分では顕微鏡の仕組みをある程度までしか考えられなかったけれど、話し合い

をすると他の人の意見が分かりやすかったり、同じ意見でも理由が違ったりしたので、

参考にして一番いい考えをまとめることができた」、「今まで学習してきた実像と虚像

のでき方を使うと、顕微鏡の仕組みを説明することができた。自分一人では気付かな

かったけれど、班の人と協力することで理解することができた」という記述があった。 

― 10 ―
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図４ 第１学年「光」単元の学習指導案（第１時） 

図５ 第１学年「光」単元の学習指導案（第 11 時） 
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第第
11

学学
年年

  「「
光光

」」
  学学

習習
指指

導導
案案

  
 本

時
の

学
習

（
第

1
1

時
／

1
1

時
間

）
 

目
 標

 
光

の
屈

折
、凸

レ
ン

ズ
の

働
き

に
つ

い
て

の
既

習
事

項
を

活
用

し
、凸

レ
ン

ズ
が

つ
く

る
像

に
注

目
し

て
顕

微
鏡

の
仕

組
み

を
説

明
で

き
る

。 
【

学
び

に
向

か
う

力
】

 
 展

開
 

 評
価

 

学
習

活
動

と
予

想
さ

れ
る

生
徒

の
反

応
（

・）
 

教
師

の
留

意
点

（
・）

 

１
．顕

微
鏡

の
モ

デ
ル

の
見

え
方

に
つ

い
て

確
認

す
る

。 
  

・上
下

左
右

逆
向

き
で

拡
大

し
て

見
え

る
。 

 ２
．既

習
事

項
を

確
認

す
る

。 
  

・凸
レ

ン
ズ

に
は

焦
点

が
あ

る
。 

  
・焦

点
よ

り
外

側
に

物
体

が
あ

る
と

き
は

実
像

が
で

き
る

。 
  

・焦
点

よ
り

内
側

に
物

体
が

あ
る

と
き

は
虚

像
が

で
き

る
。 

 ３
．課

題
を

把
握

す
る

。 
   ４

．課
題

に
つ

い
て

の
考

え
を

ま
と

め
共

有
す

る
。 

  
（

個
人

⇒
グ

ル
ー

プ
⇒

全
体

⇒
グ

ル
ー

プ
⇒

個
人

）
 

  
・対

物
レ

ン
ズ

に
よ

っ
て

実
像

が
で

き
て

い
る

。 
  

・実
像

は
接

眼
レ

ン
ズ

の
焦

点
よ

り
内

側
に

で
き

て
い

る
。 

  
・接

眼
レ

ン
ズ

に
よ

っ
て

、実
像

の
虚

像
が

で
き

て
い

る
。 

         ５
．本

時
を

振
り

返
る

。 
 ○

ど
の

よ
う

に
考

え
た

か
 

  
 （

考
え

の
根

拠
と

な
っ

た
知

識
・技

能
は

何
か

）
 

 ○
ど

の
よ

う
な

対
話

を
し

た
か

 
  

 （
誰

と
対

話
し

た
か

、ど
の

よ
う

な
対

話
が

役
に

立
っ

た
か

）
 

 ○
新

た
に

気
付

い
た

こ
と

 
  

 （
気

付
い

た
き

っ
か

け
、考

え
の

変
化

）
 

 

   ・物
体

が
焦

点
よ

り
外

側
に

あ
る

か
内

側
に

あ
る

か
で

、
で

き
る

像
が

違
っ

て
く

る
こ

と
に

注
目

さ
せ

る
。 

       ・作
図

を
使

っ
て

考
え

や
す

く
す

る
た

め
に

、 
①

前
の

T
V

画
面

に
、実

像
の

虚
像

の
作

図
の

方
法

を
提

示
し

て
お

く
。 

②
対

物
レ

ン
ズ

と
接

眼
レ

ン
ズ

の
焦

点
を

色
分

け
し

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

載
せ

て
お

く
。 

・考
え

が
進

ま
な

い
グ

ル
ー

プ
の

た
め

に
、ヒ

ン
ト

カ
ー

ド
を

準
備

し
て

お
く

。 
①

対
物

レ
ン

ズ
と

接
眼

レ
ン

ズ
の

間
に

ス
ク

リ
ー

ン
を

置
い

て
考

え
て

み
よ

う
！ 

②
対

物
レ

ン
ズ

だ
け

で
考

え
て

み
よ

う
！物

体
は

ど
の

よ
う

に
見

え
る

の
か

な
？

 
③

対
物

レ
ン

ズ
が

つ
く

る
像

は
？

 
接

眼
レ

ン
ズ

が
つ

く
る

像
は

？
 

 ・自
分

の
学

び
方

を
振

り
返

る
た

め
の

視
点

を
示

す
。 

      

十
分

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

概
ね

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

努
力

を
要

す
る

状
況

へ
の

手
立

て
 

既
習

事
項

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

他
者

と
の

対
話

を
踏

ま
え

て
凸

レ
ン

ズ
が

つ
く

る
像

に
注

目
し

て
顕

微
鏡

の
仕

組
み

や
新

た
な

気
付

き
を

説
明

し
よ

う
と

し
て

い
る

。 

光
の

屈
折

、凸
レ

ン
ズ

の
働

き
に

つ
い

て
の

既
習

事
項

を
活

用
し

、
凸

レ
ン

ズ
が

つ
く

る
像

に
注

目
し

て
顕

微
鏡

の
仕

組
み

を
説

明
し

よ
う

と
し

て
い

る
。 

凸
レ

ン
ズ

が
つ

く
る

像
に

着
目

す
る

よ
う

に
伝

え
る

。 
対

物
レ

ン
ズ

と
接

眼
レ

ン
ズ

が
つ

く
る

像
に

着
目

で
き

る
よ

う
に

す
る

。 

顕
微

鏡
で

物
体

が
上

下
左

右
逆

向
き

に
拡

大
し

て
見

え
る

の
は

、光
が

ど
の

よ
う

に
進

む
か

ら
な

の
だ

ろ
う

？
 

評
価

規
準

【
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

】
 

・光
の

屈
折

、凸
レ

ン
ズ

の
働

き
に

つ
い

て
の

既
習

事
項

を
活

用
し

、凸
レ

ン
ズ

が
つ

く
る

像
に

注
目

し
て

顕
微

鏡
の

仕
組

み
を

説
明

し
よ

う
と

し
て

い
る

。 
[行

動
観

察
・振

り
返

り
] 
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第第
11

学学
年年

  「「
光光

」」
  学学

習習
指指

導導
案案

  
 本

時
の

学
習

（
第

１
時

／
1

1
時

間
）

 

目
 標

 
凸

レ
ン

ズ
を

２
枚

使
っ

た
と

き
の

見
え

方
に

着
目

し
て

問
題

を
見

い
だ

し
、課

題
を

設
定

で
き

る
。 

 
 【

思
考

力
、判

断
力

、表
現

力
等

】
 

 展
開

 

 
評

価
 

学
習

活
動

と
予

想
さ

れ
る

生
徒

の
反

応
（

・）
 

教
師

の
支

援
（

・）
 

１
． 

顕
微

鏡
の

モ
デ

ル
の

ぞ
い

て
色

々
な

も
の

を
見

る
。 

・上
下

左
右

逆
に

見
え

る
。 

・ボ
ヤ

け
な

い
で

、は
っ

き
り

見
え

る
。 

 ２
． 

顕
微

鏡
の

モ
デ

ル
の

見
え

方
に

つ
い

て
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
を

自
分

の
言

葉
で

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
す

る
。 

・ど
う

し
て

上
下

左
右

反
対

に
見

え
る

の
か

？
 

・な
ぜ

近
く

の
も

の
が

大
き

く
見

え
る

の
か

？
 

 ３
． 

み
ん

な
の

疑
問

に
つ

い
て

、既
習

事
項

や
生

活
経

験
を

も
と

に
説

明
す

る
。 

・一
つ

目
の

レ
ン

ズ
で

光
が

曲
が

り
、二

つ
目

の
レ

ン
ズ

に
届

く
ま

で
に

光
が

逆
に

な
る

。 
・筒

の
中

で
反

射
が

お
き

て
い

る
。 

 ４
．
 顕

微
鏡

の
モ

デ
ル

の
仕

組
み

に
つ

い
て

全
体

で
考

え
を

共
有

す
る

。 
・
レ

ン
ズ

を
通

る
と

き
に

光
は

直
進

せ
ず

に
曲

が
っ

て
い

る
。 

 ５
． 

顕
微

鏡
の

モ
デ

ル
の

仕
組

み
を

説
明

す
る

た
め

に
知

り
た

い
こ

と
を

全
体

で
共

有
す

る
。 

・ 凸
レ

ン
ズ

に
光

を
当

て
た

あ
と

、光
が

ど
の

よ
う

に
進

む
？

 
 ６

．課
題

を
設

定
す

る
 

         ７
．本

時
の

振
り

返
り

を
行

う
。 

・で
き

る
だ

け
多

く
の

生
徒

が
体

験
で

き
る

よ
う

に
、各

班
に

二
つ

ず
つ

顕
微

鏡
の

モ
デ

ル
を

準
備

し
て

お
く

。 
  ・疑

問
を

言
葉

に
し

や
す

く
す

る
た

め
に

、記
入

す
る

際
の

文
型

を
示

す
。 

（
な

ぜ
…

な
の

か
？

 ど
う

し
て

…
な

の
か

？
）

 
  ・光

の
性

質
（

既
習

事
項

）
を

全
体

で
確

認
す

る
。 

①
 光

は
直

進
す

る
。 

②
 鏡

な
ど

に
あ

た
る

と
反

射
す

る
。 

         ・こ
れ

ま
で

の
既

習
事

項
①

、②
と

生
徒

が
説

明
に

使
っ

た
図

の
矛

盾
点

に
注

目
で

き
る

よ
う

に
す

る
。 

            ・自
分

の
学

び
方

が
振

り
返

れ
る

よ
う

、視
点

を
示

す
。 

十
分

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

概
ね

満
足

で
き

る
と

判
断

さ
れ

る
状

況
 

努
力

を
要

す
る

状
況

へ
の

手
立

て
 

凸
レ

ン
ズ

を
２

枚
使

っ
た

と
き

の
見

え
方

に
着

目
し

て
問

題
を

見
い

だ
し

、
光

の
道

筋
（

進
み

方
）

に
つ

い
て

見
通

し
を

も
っ

て
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。 

凸
レ

ン
ズ

を
２

枚
使

っ
た

と
き

の
見

え
方

に
着

目
し

て
問

題
を

見
い

だ
し

、
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。 

顕
微

鏡
の

モ
デ

ル
を

使
っ

て
物

体
を

見
た

と
き

の
見

え
方

に
つ

い
て

知
り

た
い

こ
と

を
確

認
す

る
。 

評
価

規
準

【
思

考
・判

断
・表

現
】

 
・凸

レ
ン

ズ
を

２
枚

使
っ

た
と

き
の

見
え

方
に

着
目

し
て

問
題

を
見

い
だ

し
、課

題
を

設
定

し
て

い
る

。 
[行

動
観

察
・ワ

ー
ク

シ
ー

ト
] 

課
題

の
例

： 
顕

微
鏡

で
物

体
を

見
る

と
、上

下
左

右
逆

向
き

に
拡

大
し

て
見

え
る

の
は

、 
光

が
ど

の
よ

う
に

進
む

か
ら

な
の

だ
ろ

う
？
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② 実践した授業における生徒の変容 

授業実践者が行った授業後に、生徒の変容について協議した。紙面の都合上、本稿では

出雲市立Ｃ中学校の授業実践による生徒の変容に限定する。様々な視点で協議されたが、

そのうち生徒の変容に係るものを表４に整理した。 

 

表４ 生徒の変容に係る協議の内容 

発言者 
変容の 

きっかけ 
協議の内容 生徒の変容 

授業実践者 

題材 

単元を貫く課題を設定するために考案した

顕微鏡モデルによって、生徒が興味をもち、

意欲的に探究することにつながった。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

単元を貫く

課題 

単元を貫く課題を設定したことで、生徒が単

元のはじめに思った「なぜ？」「どうして？」

という疑問を常に頭において単元の学習を

進めていた。 

Ｂ：課題に対す

る意識の継続 

単元を通して、既習の学習内容や作図に対す

る理解がより深まった。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

授業参観者 

題材 

顕微鏡モデルによって、生徒たちがとても楽

しそうに授業に取り組んでいた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

生徒が「だから顕微鏡は２枚のレンズがある

のか」、「眼鏡はどうかな？」などと、次の探

究に向かう問題を見いだしていた。 

Ｄ：探究に向か

う姿勢の表出 

題材（実物） 

自分たちで実際に実験したり、考えたりと主

体的に学ぼうとする姿がたくさん見られた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

生徒が実物に触れながら試行錯誤し、思考を

深めていた。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

実物があることで、試行錯誤しながら課題を

解決しようとする生徒の姿が見られた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

対話 
他の生徒の言葉も使って、説明しようとする

姿が見られた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

ワークシー

ト 

ワークシートに生徒がしっかりと作図でき

るようになっていた。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

対話・ワーク

シート 

授業の最初は考えることができなかった生

徒もいたが、ほとんどが説明できるようにな

っていた。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

 

授業実践者は、２枚の凸レンズを用いた顕微鏡のモデルの題材について「単元を貫く課

題を設定するために考案した顕微鏡モデルによって、生徒が興味をもち、意欲的に探究す

ることにつながった」と発言している。このことから、顕微鏡のモデルという題材によっ

て、生徒の学習に対する意欲が向上（Ａ）したと見取っていることがわかる。また、授業

― 12 ―
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実践者は、単元を貫く課題について「単元を貫く課題を設定したことで、生徒が単元のは

じめに思った『なぜ？』『どうして？』という疑問を常に頭において単元の学習を進めてい

た」と発言している。このことから、単元を貫く課題によって、生徒の課題に対する意識

が継続（Ｂ）していると見取っていることがわかる。さらに、「単元を通して、既習の学習

内容や作図に対する理解がより深まった」と発言している。このことから、生徒の学習内

容が深まった（Ｃ）と見取っていることがわかる。 

授業参観者は、顕微鏡のモデルの題材について「顕微鏡モデルによって、生徒たちがと

ても楽しそうに授業に取り組んでいた」、「生徒が『だから顕微鏡は２枚のレンズがあるの

か』、『眼鏡はどうかな』などと、次の探究に向かう問題を見いだしていた」と発言してい

る。顕微鏡のモデルの題材によって、前者の発言から生徒の学習に対する意欲が向上（Ａ）

した、後者の発言から生徒が探究に向かう姿勢を表出（Ｄ）していると見取っていること

がわかる。 

また、授業参観者は、顕微鏡のモデル（題材）の実物について「自分たちで実際に実験

したり、考えたりと主体的に学ぼうとする姿がたくさん見られた」、「実物があることで、

試行錯誤しながら課題を解決しようとする生徒の姿が見られた」と発言している。これら

のことから、顕微鏡のモデルの実物によって、生徒の学習に対する意欲が向上（Ａ）した

と見取っていることがわかる。また、「生徒が実物に触れながら試行錯誤し、思考を深めて

いた」と発言していることから、生徒の学習内容が深まった（Ｃ）と見取っていることが

わかる。 

上記の他にも、授業参観者は、授業における生徒の対話と授業で用いたワークシートに

ついても言及している。対話については、「他の生徒の言葉も使って、説明しようとする姿

が見られた」と発言している。このことから、対話によって生徒の学習に対する意欲が向

上（Ａ）したと見取っていることがわかる。ワークシートについては、「ワークシートに生

徒がしっかりと作図できるようになっていた」と発言している。このことから、ワークシ

ートによって、生徒の学習内容が深まった（Ｃ）と見取っていることがわかる。さらに、

対話及びワークシートについては、「授業の最初は考えることができなかった生徒もいた

が、ほとんどが説明できるようになっていた」と発言している。このことから、授業にお

ける生徒の対話と授業で用いたワークシートによって、生徒の学習内容が深まった（Ｃ）

と見取っていることがわかる。  

以上のことから、少なくとも「顕微鏡のモデルという題材」、「単元を貫く課題の探究」、

「実物を用いた学習（探究）」、「生徒同士の対話」、「ワークシート」が、学習に対する生徒

の変容のきっかけになっていることが見えてきた。また、これらのことをきっかけにして

「Ａ：学習に対する意欲の向上」、「Ｂ：課題に対する意識の継続」、「Ｃ：学習内容の深ま

り」、「Ｄ：探究に向かう姿勢の表出」に係る生徒の変容があったと捉えることができる。 

 

（（４４））オオンンラライインン会会議議のの在在りり方方のの検検討討  

令和６年 12 月に、令和６年度のチームしまねの取組に係るアンケート調査を実施した。

アンケート調査は、チームしまねの中学校理科教員のメンバー14 名に対して回答を求め、

14 名全員から回答を得た。質問項目は、表５に示す 12 項目である。 
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② 実践した授業における生徒の変容 

授業実践者が行った授業後に、生徒の変容について協議した。紙面の都合上、本稿では

出雲市立Ｃ中学校の授業実践による生徒の変容に限定する。様々な視点で協議されたが、

そのうち生徒の変容に係るものを表４に整理した。 

 

表４ 生徒の変容に係る協議の内容 

発言者 
変容の 

きっかけ 
協議の内容 生徒の変容 

授業実践者 

題材 

単元を貫く課題を設定するために考案した

顕微鏡モデルによって、生徒が興味をもち、

意欲的に探究することにつながった。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

単元を貫く

課題 

単元を貫く課題を設定したことで、生徒が単

元のはじめに思った「なぜ？」「どうして？」

という疑問を常に頭において単元の学習を

進めていた。 

Ｂ：課題に対す

る意識の継続 

単元を通して、既習の学習内容や作図に対す

る理解がより深まった。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

授業参観者 

題材 

顕微鏡モデルによって、生徒たちがとても楽

しそうに授業に取り組んでいた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

生徒が「だから顕微鏡は２枚のレンズがある

のか」、「眼鏡はどうかな？」などと、次の探

究に向かう問題を見いだしていた。 

Ｄ：探究に向か

う姿勢の表出 

題材（実物） 

自分たちで実際に実験したり、考えたりと主

体的に学ぼうとする姿がたくさん見られた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

生徒が実物に触れながら試行錯誤し、思考を

深めていた。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

実物があることで、試行錯誤しながら課題を

解決しようとする生徒の姿が見られた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

対話 
他の生徒の言葉も使って、説明しようとする

姿が見られた。 

Ａ：学習に対す

る意欲の向上 

ワークシー

ト 

ワークシートに生徒がしっかりと作図でき

るようになっていた。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

対話・ワーク

シート 

授業の最初は考えることができなかった生

徒もいたが、ほとんどが説明できるようにな

っていた。 

Ｃ：学習内容の

深まり 

 

授業実践者は、２枚の凸レンズを用いた顕微鏡のモデルの題材について「単元を貫く課

題を設定するために考案した顕微鏡モデルによって、生徒が興味をもち、意欲的に探究す

ることにつながった」と発言している。このことから、顕微鏡のモデルという題材によっ

て、生徒の学習に対する意欲が向上（Ａ）したと見取っていることがわかる。また、授業

― 13 ―
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表５ アンケート調査の質問項目 

質問項目 

１ オンライン会議の実施回数はどうだったか 

２ 参集会議の実施回数はどうだったか 

３ 
「単元を貫く課題」を設定する単元構想は、生徒の資質・能力を育むために有

効だと思うか 

４ 
「単元を貫く課題」を設定する単元構想は、「指導と評価の一体化」を図ること

に有効だと思うか 

５ 理科の授業構想についての知識（ポイント）を得ることができたか 

６ 理科の授業展開の方法（手立てや支援）を知ることができたか 

７ 自身の理科の授業について振り返ることができたか 

８ 理科の授業構想（単元構想）に対する意欲が高まったか 

９ チームしまねのメンバーとのつながりが広がったか 

10 理科の授業構想で、どのようなことを大切にしたいと思ったか 

11 令和６年度のチームしまねの活動に対する満足度はどうだったか 

12 よりよいチームしまねの活動を進めるためのアイディア 

 

質問項目１「オンライン会議の実施回数

はどうだったか」の結果は図６のとおりで

ある。12 名が「適当な回数だった」、１名

が「やや多かった」、１名が「参加できなか

った」と回答した。このことから、全７回

のオンライン会議の実施回数については、

概ね適当な回数だったと判断できる。 

質問項目２「参集会議の実施回数はどう

だったか」の結果は図７のとおりである。

10 名が「適当な回数だった」、２名が「や

や少なかった」、２名が「参加できなかった」

と回答した。このことから、全１回の参集

の実施回数については、概ね適当な回数だ

ったと判断できる。 

質問項目３「『単元を貫く課題』を設定す

る単元構想は、生徒の資質・能力を育むた

めに有効だと思うか」の結果は図８のとお

りである。８名が「とても有効だと思う」、

６名が「有効だと思う」と回答したことか 

図７ 質問項目２の回答結果 

図８ 質問項目３の回答結果 

図６ 質問項目１の回答結果 

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0
10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

― 14 ―
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ら、「単元を貫く課題」を設定する単元構想は、生徒の資質・能力を育むために有効だとチー

ムしまねのすべてのメンバーが実感していることがわかる。記述された理由には、「生徒主体

の探究には必須である」、「教師が単元を見通す意味でも大事である」、「生徒が見通しをもっ

て探究したり、学習内容を関連付けて振り返ったりできる」、「学びに向かう力の資質・能力

を育成できる」等があった。 

質問項目４「『単元を貫く課題』を設定す

る単元構想は、『指導と評価の一体化』を図

ることに有効だと思うか」の結果は図９の

とおりである。９名が「とても有効だと思

う」、５名が「有効だと思う」と回答したこ

とから、「単元を貫く課題」を設定する単元

構想は、「指導と評価の一体化」を図るため 

に有効だとチームしまねのすべてのメンバーが実感していることがわかる。記述された理

由には、「単元を貫く課題を設定することで、各授業だけでなく、単元を通して生徒がどの

ような資質・能力を身に付けたのかを見取ることができるので、単元自体の指導を系統的な

視点で見直すことができる」、「単元を貫く課題があることで、生徒が単元の学習前と後の

自分の考えの変化を比較する活動を取り入れたり、学習内容を関連付けて思考、判断、表現

する活動が取り入れたりしやすくなる」等があった。 

質問項目５「理科の授業構想についての

知識（ポイント）を得ることができたか」

の結果は図 10 のとおりである。７名が「た

くさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた」、６名が「少しだが知識（ポイント）

を得ることができた」、１名が「あまり知識

（ポイント）を得ることができなかった」

と回答した。このことから、オンライン会 

議や参集会議等を通して、多くのメンバーにおいて授業構想の参考になったことがわかる。 

質問項目６「理科の授業展開の方法（手

立てや支援）を知ることができたか」の結

果は図 11 のとおりである。７名が「たく

さんの方法（手立てや支援）を知ることが

できた」、６名が「少しだが方法（手立てや

支援）を知ることができた」、１名が「あま

り方法（手立てや支援）を知ることができ

なかった」と回答した。このことから、オ

ンライン会議や参集会議等を通して、多く 

のメンバーが授業における手立てや支援の参考としていたことがわかる。 

質問項目７「自身の理科の授業について振り返ることができたか」の結果は図 12 のとおり

である。９名が「チームしまねの活動がある度に、振り返ることができた」、４名が「ときど 

図９ 質問項目４の回答結果 

図 10 質問項目５の回答結果 

図 10 質問項目５の回答結果 

図 11 質問項目６の回答結果 
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表５ アンケート調査の質問項目 

質問項目 

１ オンライン会議の実施回数はどうだったか 

２ 参集会議の実施回数はどうだったか 

３ 
「単元を貫く課題」を設定する単元構想は、生徒の資質・能力を育むために有

効だと思うか 

４ 
「単元を貫く課題」を設定する単元構想は、「指導と評価の一体化」を図ること

に有効だと思うか 

５ 理科の授業構想についての知識（ポイント）を得ることができたか 

６ 理科の授業展開の方法（手立てや支援）を知ることができたか 

７ 自身の理科の授業について振り返ることができたか 

８ 理科の授業構想（単元構想）に対する意欲が高まったか 

９ チームしまねのメンバーとのつながりが広がったか 

10 理科の授業構想で、どのようなことを大切にしたいと思ったか 

11 令和６年度のチームしまねの活動に対する満足度はどうだったか 

12 よりよいチームしまねの活動を進めるためのアイディア 

 

質問項目１「オンライン会議の実施回数

はどうだったか」の結果は図６のとおりで

ある。12 名が「適当な回数だった」、１名

が「やや多かった」、１名が「参加できなか

った」と回答した。このことから、全７回

のオンライン会議の実施回数については、

概ね適当な回数だったと判断できる。 

質問項目２「参集会議の実施回数はどう

だったか」の結果は図７のとおりである。

10 名が「適当な回数だった」、２名が「や

や少なかった」、２名が「参加できなかった」

と回答した。このことから、全１回の参集

の実施回数については、概ね適当な回数だ

ったと判断できる。 

質問項目３「『単元を貫く課題』を設定す

る単元構想は、生徒の資質・能力を育むた

めに有効だと思うか」の結果は図８のとお

りである。８名が「とても有効だと思う」、

６名が「有効だと思う」と回答したことか 

図７ 質問項目２の回答結果 

図８ 質問項目３の回答結果 

図６ 質問項目１の回答結果 

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

― 15 ―
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き振り返ることができた」、１名が「あまり

振り返ることができなかった」と回答した。

このことから、オンライン会議や参集会議等

を通して、多くのメンバーが自身の理科の授

業について振り返っていることがわかる。 

質問項目８「理科の授業構想（単元構想）

に対する意欲が高まったか」の結果は図 13

のとおりである。６名が「とても意欲が高

まった」、７名が「意欲が高まった」、１名

が「あまり意欲が高まらなかった」と回答

した。このことから、オンライン会議や参

集会議等を通して、多くのメンバーの授業

構想に対する意欲が高まったことがわか

る。 

質問項目９「チームしまねのメンバーと

のつながりが広がったか」の結果は図 14の

とおりである。５名が「とても広がった」、

５名が「広がった」、３名が「あまり広がら

なかった」、１名が「参加できなかった」と

回答した。このことから、オンライン会議

や参集会議等を通して、多くのメンバーの

つながりが広がったことがわかる。 

   質問項目 10「理科の授業構想で、どのようなことを大切にしたいと思ったか」について、

表６のような回答が得られた。得られた回答は、「生徒」、「教師の授業構想」、「教師による生

徒の見取り」、「教師相互」、「教師の教育観」の五つの視点に分類することができた。「生徒」

の視点には「疑問」、「探究心」、「主体性」、「実態」、「理科の見方・考え方」、「振り返り」の

項目が大切にしたいこととして挙げられた。「教師の授業構想」の視点には「資質・能力の育

成」、「課題設定」、「支援」の項目が挙げられた。「教師による生徒の見取り」の視点には「学

習評価」、「教師相互」の視点には「情報の共有」、「教師の教育観」の視点には「自己の変化」

の項目がそれぞれ挙げられた。また、理科の授業構想で大切にしたいと回答があったものは、

「教師の授業構想」の視点が７項目、「生徒」の視点が６項目、「教師による生徒の見取り」、

「教師相互」、「教師の教育観」の視点はそれぞれ１項目ずつであった。 

質問項目 11「令和６年度のチームしまねの活動に対する満足度はどうだったか」の結果は

図 15 のとおりである。図 15 の横軸は、「１」に近づくほど満足度が高く、「10」に近づくほ

ど満足度が低い。６名が「１」、３名が「２」、１名が「３」、３名が「５」、１名が「７」と

回答した。このことから、ほとんどのメンバーについてある程度の満足度が得られたことが

わかる。しかし、中間の「５」や否定的な「７」と回答しているメンバーもいることから、

改善が必要な点があることがわかる。「５」の回答の理由として「参加できなかった」こと、

「７」の回答の理由として「会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加できない」こと 

図 12 質問項目７の回答結果 

図 13 質問項目８の回答結果 

図 14 質問項目９の回答結果 

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0
10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0

10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

― 16 ―
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表６ アンケート調査（質問項目 10）の回答 

視点 項目 回答（理科の授業構想で大切にしたいと思ったこと） 

生徒 

疑問 ・生徒がもつ疑問を大切にすること 

探究心 ・生徒が本当に探究したいと思っているか 

主体性 ・生徒主体になっているか 

実態 
・生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や支援方法を変え

ること 

理科の見方 

・考え方 

・生徒が比較、関係付けなど理科の見方・考え方を働かせるこ

とができるようにすること 

振り返り 
・振り返りの重要性（学び方を振り返えることができるように

すること） 

教師の授業

構想 

資質・能力の 

育成 

・生徒にどのような資質・能力を育むのか、ゴールを想定した

課題設定の大切さ 

・探究の流れを大切にした授業構想 

課題設定 

・生活との関連性、理科の有用性を生徒が感じられるようにす

ること 

・課題設定の場面の重要さ（生徒が事象とどのように出合える

ようにするか） 

・単元を貫く課題の設定をするためには、教科書以上の内容か

つ、生徒が考えたいと思うようなものにするとちょうどよ

い。そのような単元を貫く課題をつくること 

・単元全体を見通した課題の設定 

支援 

・自力での解決が難しいものも、ヒントカードなどを用意して

おけば、生徒は自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカードを大切にする 

教師による

生徒の見取

り 

学習評価 

・主体的に学習に取り組む態度の評価は、生徒の「学びに向か

う力」を育むために行なっているということを理解し、生徒

が自分の学びを調整し続けようとしているかという視点で

生徒を見取り、評価することが大切 

教師相互 情報の共有 ・他の先生方が考えている授業構想の共有 

教師の教育観 自己の変化 
・色々な教育観に寛容であること。また、自分も変化していく

こと 

 

が挙げられた。チームしま

ねのメンバーが誰でも参

加できる環境をつくって

いく必要があることが見

えてきた。 

 

 
図 15 質問項目 11 の回答結果 
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き振り返ることができた」、１名が「あまり

振り返ることができなかった」と回答した。

このことから、オンライン会議や参集会議等

を通して、多くのメンバーが自身の理科の授

業について振り返っていることがわかる。 

質問項目８「理科の授業構想（単元構想）

に対する意欲が高まったか」の結果は図 13

のとおりである。６名が「とても意欲が高

まった」、７名が「意欲が高まった」、１名

が「あまり意欲が高まらなかった」と回答

した。このことから、オンライン会議や参

集会議等を通して、多くのメンバーの授業

構想に対する意欲が高まったことがわか

る。 

質問項目９「チームしまねのメンバーと

のつながりが広がったか」の結果は図 14の

とおりである。５名が「とても広がった」、

５名が「広がった」、３名が「あまり広がら

なかった」、１名が「参加できなかった」と

回答した。このことから、オンライン会議

や参集会議等を通して、多くのメンバーの

つながりが広がったことがわかる。 

   質問項目 10「理科の授業構想で、どのようなことを大切にしたいと思ったか」について、

表６のような回答が得られた。得られた回答は、「生徒」、「教師の授業構想」、「教師による生

徒の見取り」、「教師相互」、「教師の教育観」の五つの視点に分類することができた。「生徒」

の視点には「疑問」、「探究心」、「主体性」、「実態」、「理科の見方・考え方」、「振り返り」の

項目が大切にしたいこととして挙げられた。「教師の授業構想」の視点には「資質・能力の育

成」、「課題設定」、「支援」の項目が挙げられた。「教師による生徒の見取り」の視点には「学

習評価」、「教師相互」の視点には「情報の共有」、「教師の教育観」の視点には「自己の変化」

の項目がそれぞれ挙げられた。また、理科の授業構想で大切にしたいと回答があったものは、

「教師の授業構想」の視点が７項目、「生徒」の視点が６項目、「教師による生徒の見取り」、

「教師相互」、「教師の教育観」の視点はそれぞれ１項目ずつであった。 

質問項目 11「令和６年度のチームしまねの活動に対する満足度はどうだったか」の結果は

図 15 のとおりである。図 15 の横軸は、「１」に近づくほど満足度が高く、「10」に近づくほ

ど満足度が低い。６名が「１」、３名が「２」、１名が「３」、３名が「５」、１名が「７」と

回答した。このことから、ほとんどのメンバーについてある程度の満足度が得られたことが

わかる。しかし、中間の「５」や否定的な「７」と回答しているメンバーもいることから、

改善が必要な点があることがわかる。「５」の回答の理由として「参加できなかった」こと、

「７」の回答の理由として「会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加できない」こと 

図 12 質問項目７の回答結果 

図 13 質問項目８の回答結果 

図 14 質問項目９の回答結果 

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが

ら教材研究をしておられるのがいいなと思いました。

リーダーを中心に地域ごとにつながりが広がる工夫がで

きるといいです。

オンライン会議や公開授業に参加できなくても、いつも

情報共有していただけたので、様子がよく分かり、大変

勉強になりました。実際に生の授業を見に行くことがで

きたのもすごく良かったです。園山指導主事、いつもあ

りがとうございます。

満足度

とても多かった とても多かった

0 とても有効だと思う 8 とても有効だと思
う

9 複数の単元で授業実践した 8 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで
きた

7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた

7 たくさんの新たな視点を得ることができた 7 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ
とができた

9 とても意欲が高まった 6 とても広がった 5 とても公開授業を行いたい 4 1 6

やや多かった 1 やや多かった 有効だと思う 6 有効だと思う 5 １つの単元で授業実践した 3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ
た

6 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが
できた

6 少しだが新たな視点を得ることができた 6 ときどき振り返ることができた 4 意欲が高まった 7 広がった 5 公開授業を行ってもよい 5 2 3

適当な回数だった 12 適当な回数だった 10 どちらかといえば有効
だと思わない

どちらかといえば
有効だと思わない

今後、今年度中に授業実践する予
定である

1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

1 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで
きなかった

1 あまり新たな視点を得ることができなかった 1 あまり振り返ることができなかった 1 あまり意欲が高まらなかった 1 あまり広がらなかった 3 あまり公開授業を行いたくない 2 3 1

やや少なかった やや少なかった 2 まったく有効だと思わ
ない

まったく有効だと
思わない

授業実践しようと思ったが、でき
なかった

2 まったく知識（ポイント）を得ることができ
なかった

まったく方法（手立てや支援）を知ることが
できなかった

まったく新たな視点を得ることができなかっ
た

まったく振り返ることができなかった まったく意欲が高まらなかった まったく広がらなかった まったく公開授業を行いたくない 4 0

とても少なかった とても少なかった 授業実践しようと思わなかった 参加できなかった 1 理科の授業を担当していない 1 5 3
参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0
10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1

⑭⑭「「チチーームムししままねね」」ののメメンンババーーととののつつななががりり

がが広広ががりりままししたたかか。。

とても広がった

広がった

あまり広がらなかった

まったく広がらなかった

参加できなかった

4

5

2

1 2

⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく

ない
まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください

氏名 教職経験年

数は、何年目で

すか。

②「チームしまね」の

オンライン協議の実施
回数はどうでしたか。

「チー

ムしまね」

のオンライ

ン協議の実

施回数はど

うでした

か。2

③「チームしまね」の

参集協議の実施回数は
どうでしたか。

「チー

ムしまね」

の参集協議

の実施回数

はどうでし

たか。2

④「単元を貫く課題」

を設定する単元構想
は、生徒の資質・能力
を育むために有効だと
思いますか。

「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、生徒

の資質・能

力を育むた

めに有効だ

と思います

か。2

よろしければ、④で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑥ 「単元を貫く課

題」を設定する単
元構想は、「指導
と評価の一体化」
を図ることに有効
だと思いますか。

 「単元

を貫く課

題」を設定

する単元構

想は、「指

導と評価の

一体化」を

図ることに

有効だと思

いますか。

2

よろしければ、⑥で回答

した理由を教えてくださ

い。

⑧あなたは、令和６年度に「単元

を貫く課題」を設定した単元を構
想し、授業実践しましたか。

あなた

は、令和７

年度に「単

元を貫く課

題」を設定

した単元を

構想し、授

業実践しま

したか。

⑨理科の授業構想についての知識（ポイン

ト）を得ることができましたか。（オンライ

ン会議や参集会議、グループLINEでの共有等

を通して…）

⑨理科の授

業構想につ
いての知識
（ポイン
ト）を得る
ことができ
ましたか。

2

⑩理科の授業展開の方法（手立てや支援）を

知ることができましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑩理科の授

業展開の方
法（手立て
や支援）を
知ることが
できました

か。2

⑪理科の単元を構想する際の新たな視点を得

ることができましたか。（オンライン会議や

参集会議、グループLINEでの共有等を通して

…）

⑪理科の単

元を構想す
る際の新た
な視点を得
ることがで
きました

か。2

⑫自身の理科の授業について振り返ることが

できましたか。（オンライン会議や参集会

議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑫自身の理

科の授業に
ついて振り
返ることが
できました

か。2

⑬理科の授業構想（単元構想）に対する意欲

が高まりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑬理科の授

業構想（単
元構想）に
対する意欲
が高まりま

したか。2

⑭「チームしまね」のメンバーとのつながり

が広がりましたか。（オンライン会議や参集

会議、グループLINEでの共有等を通して…）

⑭「チーム

しまね」の
メンバーと
のつながり
が広がりま

したか。2

理科の授業構想で、どのようなことを大切

にしたいと思いましたか。（オンライン会議

や参集会議、グループLINEでの共有等を通し

て…）

⑯令和８年度に「チームしまね」の

授業実践者として、あなたが構想し
た授業について協議したり、公開授
業を行ったりしたいですか。

令和８

年度に

「チームし

まね」の授

業実践者と

して、あな

たが構想し

た授業につ

いて協議し

たり、公開

授業を行っ

たりしたい

ですか。2

⑰令和６年

度の「チー
ムしまね」
の活動に対
する満足度
をお答えく
ださい

令和７年

度の「チー

ムしまね」

の活動に対

する満足度

をお答えく

ださい

よろしければ、⑰で満足度を回答した理由を教えてく

ださい。

令和７年度に向けて、よりよい「チームしまね」の活

動を進めるためのアイディアがあれば教えてください。

その他：感想等、自由にご記入ください。

宮下 16年目以上 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒主体の探究には必須だ

と思います。教師が単元を

見通す意味でも大事だと思

います。

有効だと思う 2 探究の軸があるので、授業

はぶれないと思います。た

だ評価については、➕αの
工夫が必要だと思います。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 色々な教育観に寛容であること。また、自分

も変化していくこと。

とても公開授業を行いたい 1 1 若い先生方と理科について一緒に考えて授業づくりがで

きたこと。

自走できるように他の団体とも協力体制ができるといい

と思います。また、理論側の方も入れてもよいかと思い

ます。

園山先生、神先生のおかげでたくさん学ぶ機会をいただ

きました。本当にありがとうございました。

渡邊 ７～10年目 適当な回数だった 3 やや少なかった 4 とても有効だと思う 1 生徒が見通しをもって探究

したり、学習内容を関連づ

けて振り返ったりできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題があること

で、単元の学習前と後の自

分考えの変化を比較する活

動を取り入れたり、学習内

容を関連づけて思考•判断

し、表現したりする活動が

取り入れやすくなる。それ

らを評価する（しようとす

る）ことで学習が充実する

から。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 今年度は特に、『主体的に学習に取り組む態

度』の在り方への理解が深まりました（まだ

まだですが…）。主学態の評価は生徒に『自

分で学ぶ力』をつけるために行なっていると

いうことを理解し、生徒が自分の学びを調整

し続けようとしているかという視点で評価す

ることが大切だと思いました。

とても公開授業を行いたい 1 1 指導主事や附属、文科省の先生方から手厚いご指導をい

ただき自分の成長を実感できたから。優秀でやる気のあ

る若手の先生方から刺激をもらったから。

手厚いご指導と新たな出会いの機会をいただけることに

感謝しています。引き続きよろしくお願いします。

豊田 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 探究の過程をたどるため

に、見通しをもって学びに

向かうことができるから。

有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 他の先生方が考えている授業構想の共有 理科の授業を担当していない 0 1 普段はミーティングに参加できなくても、活動内容をラ

インに載せることで、新たな知見をたくさん得ることが

できたから。

坂野 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思う 2 複数の単元で授業実践した 1 あまり知識（ポイント）を得ることができな

かった

3 あまり方法（手立てや支援）を知ることがで

きなかった

3 あまり新たな視点を得ることができなかった 3 あまり振り返ることができなかった 3 あまり意欲が高まらなかった 3 あまり広がらなかった 3 生徒がもつ疑問を大切にすること 全国大会発表予定 1 7 会議が休日や遅い時間に設定されるので、参加出来な

い。

佐々木 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 単元を貫く課題を設定する

ことで、単元での学習内容

が課題解決に向けて、子供

達の中で結びついていくよ

うに感じています。また、

教師の立場からしても以前

より学習内容をつなげて考

えよう、子供の思考に沿っ

た学習展開にしようと考え

るようになりました。ま

た、振り返りなどをとるこ

とで、主学態の評価にも使

えています。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を設定する

ことで、各授業だけでな

く、単元を通して生徒たち

がどのような力をつけたの

かを見とることができるの

で、単元自体の指導を系統

的な視点で見直すことがで

きると感じています。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 ・課題設定場面の重要さ（事象とどのように

であわせるか）

・比較、関係づけなど理科の見方・考え方を

生徒に意識させること

・振り返りの重要性（学び方を振り返えらせ

るという視点）

・探究の流れ

・生活との関連性、理科の有用性を感じさせ

ること

とても公開授業を行いたい 1 2 私自身は会議に多く参加させていただき、先生方とも理

科授業について語り合うことができたので、たくさん学

ばせていただきました。非常に満足していますが、もっ

と多くの方に参加していただければ、もっと島根の理科

教育は盛り上がるだろうなぁと感じています。

もっと日頃の実践を共有する機会があればいいなぁと思

います。ワークシート、パワポなどを共有したりするド

ライブとかがあっても面白いのかなぁと感じています！

（僕も共有できていませんが、、笑）

あとはやはり親睦をもっと深めたいですね！

参加できていない方がどう参加していただけるか、とい

うところを考えていますが、、、必ず集まりましょうみ

たいな回があってもいいのかなぁと思ったり、、難しい

ですね、、

本当に学びがある毎回です。参加させていただいて、本

当にありがたいです。ありがとうございます！

内村 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 とても有効だと思う 1 有効だと思います。理由は

1️ ⃣ 生徒が自ら課題を設定す

るため、学習課題を立て、

取り組むことへの必然性が

できるから。2️ ⃣ 単元を貫く

課題を最後にもう一度考え

る時に、今まで学習しよう

としてきたことを生かさざ

るを得ない状態にできるか

ら。

とても有効だと思

う

1 単元を貫く課題を作ること

で、単元前と後の生徒の変

容を生徒自身が把握するこ

とができるから、自分が担

当する生徒は、単元を貫く

課題を単元後にもう一度考

えることを楽しみにしてい

ると発言していた。自分の

変化を感じることができる

からと言っていた。

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 とても広がった 1 単元を貫く課題の設定をするためには、教科

書以上の内容かつ、生徒が考えたいと思うよ

うなものにするとちょうど良い。そのような

単元を貫く課題を作ることを大切にしていき

たい。また、自力での解決が難しいものも、

ヒントカードなどを用意しておけば、生徒は

自分の気持ちに合わせて、意欲的に課題に取

り組めることがわかったので、ヒントカード

を大切にしていきたい。

公開授業を行ってもよい 2 1 県内の理科授業に本気に取り組む人たちとの繋がりがで

きるため。自分の授業の課題を的確に指摘してもらえ、

アドバイスをもらえる環境があるから。また、神先生の

ように専門的な先生がおられ、アドバイスや授業の素材

を提供していただけるため。

これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい

です。そして園山先生にこのグループに居続けていただ

きたいです！

今年度も大変お世話になりました！

これからも皆さんと学びを深めていきたいです！

野﨑 16年目以上 適当な回数だった 3 参加できる機会が少な

くスミマセン

0 とても有効だと思う 1 子どもによる探究のために

必要

とても有効だと思

う

1 子どもがすすめられないと

いうことは，どこかに問題

があるということ

複数の単元で授業実践した 1 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 とても広がった 1 子ども主体になっているか？子どもが本当に

探究したいと思っているか？

若い人がどんどんされると良いと思

いますがいくらでも出します

1 1 みなさんすごく勉強熱心で刺激を受けました。自分も

もっと勉強しないといけないと思います。

まず，今年の成果を広く知らせたいですね。より多くの

方に参考にしてもらえるので

園山先生ありがとうございました。ここまで充実した内

容になったのも先生のお力です。

岡 ７～10年目 やや多かった 2 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元を貫く課題を立てるこ

とで、単元の中の一つ一つ

の授業の学びをつなげて考

えることができるようにな

る。

とても有効だと思

う

1 １つの単元で授業実践した 2 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒の実態に合わせて、教材の提示の仕方や

支援の方法をかえること。

来年度の分掌次第です 2 2 理科教員としてたくさん学べることがあった。

それぞれの学校の実態や任せられている仕事の内容に

よっては、参加が厳しくなる。

休みの日や夕方の時間にミーティングがあるので参加し

にくいことがある。

藤井 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 意欲が高まった 2 広がった 2 子どもにどのような力をつけたいかゴールを

想定した課題設定の大切さ

公開授業を行ってもよい 2 2

山代 ４～６年目 参加できませんでし

た。

0 参加できませんでし

た。

0 とても有効だと思う 1 とても有効だと思

う

1 複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 広がった 2 単元全体を見通した課題の設定は引き続き行

いたいです

余裕があれば（現状話し合い等に参

加する余裕がないです。）

3 5 もっと参加できるようにしていきたいです。

糸川 11年目～15年
目

適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 １つの単元で授業実践した 2 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 「主体的に学習に取り組む態度」を適切に見

とることができる授業や評価資料の工夫

あまり公開授業を行いたくない 4 5

山根 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 有効だと思う 2 授業実践をしようと思ったが、で

きなかった

4 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり参加できずすみませんでした。 0 評価から逆算した授業の展開 公開授業を行ってもよい 2 3

宇谷 ４～６年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 生徒自身が単元を見通し

て、学習に取り組むことが

できるから

有効だと思う 2 単元の中での評価をバラン

スよく見とることができる

から

複数の単元で授業実践した 1 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 少しだが方法（手立てや支援）を知ることが

できた

2 少しだが新たな視点を得ることができた 2 ときどき振り返ることができた 2 意欲が高まった 2 あまり広がらなかった 3 導入時の学習課題の提示の仕方を工夫してい

きたいと思いました。

あまり公開授業を行いたくない 4 5 参加することができなかったため、どちらとも言えない

から。

特になし 特になし

新川 ７～10年目 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 理科について興味関心を

持ってもらうためには日常

の疑問関心から単元、つま

り学習に入るのが大切であ

るから。

有効だと思う 2 今後、今年度中に授業実践する予

定である

3 少しだが知識（ポイント）を得ることができ

た

2 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

2 とても意欲が高まった 1 広がった 2 積極的に他の授業者が行なった実施例を参考

にして授業の構想を立てたいと考える。

公開授業を行ってもよい 2 1 あまり去年はミーティングに参加できなかったが今年は

できるだけ参加して積極的に授業構想力を高めたい。

品川 16年目以上 適当な回数だった 3 適当な回数だった 3 有効だと思う 2 単元の始めに出合った事象

の「なぜ？どうして？」か

ら課題を設定し、それ以降

の課題を１つ１つクリアし

ていくことで、最終的には

単元を貫く課題の解決につ

ながるんだという意欲を高

め、生徒の主体的な学びに

つなげることができるか

ら。

有効だと思う 2 単元を１つのまとまりとし

てとらえ、評価の計画がで

きていると単元の指導を明

確な意図をもって行うこと

ができるから。また、それ

がどうだったか振り返り、

指導の改善につなげること

ができるから。

今年度は理科の授業を担当してい

ないです。

0 たくさんの知識（ポイント）を得ることがで

きた

1 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること

ができた

1 たくさんの新たな視点を得ることができた 1 チームしまねの活動がある度に、振り返るこ

とができた

1 とても意欲が高まった 1 広がった 2 生徒が疑問をもち、問題を見いだし、それを

もとに課題を設定できるような事象との出合

わせ方と日常生活と関連付けて考えられるよ

うすることを大切にしたい。

来年度も理科の授業は担当しません

が、協議には参加したいてす。

0 2 理科の単元を構想する際の新たな視点を得ることができ

たから。しかし、毎回参加できなかった。

初めて参加される方も参加しやすくなるといいなと思い

ました。個人的には益田の先生方が学習会を開かれた

り、フィールドワークをされたりと負担なく楽しみなが
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7 たくさんの方法（手立てや支援）を知ること
ができた
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今後、今年度中に授業実践する予
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参加できなかった 1 参加できなかった 2 余裕があれば公開授業を行いたい 2 6 0

7 1
8 0
9 0
10 0

1

12

1

②②「「チチーームムししままねね」」ののオオンンラライインン協協議議のの実実施施

回回数数ははどどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった
10

2

2

③③「「チチーームムししままねね」」のの参参集集協協議議のの実実施施回回数数はは

どどううででししたたかか。。

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

0

10

2

2

テテンンププレレーートト

とても多かった

やや多かった

適当な回数だった

やや少なかった

とても少なかった

参加できなかった

8

6

④④「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、生生徒徒のの資資質質・・能能力力をを育育むむたためめにに有有効効だだとと

思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

9

5

⑥⑥「「単単元元をを貫貫くく課課題題」」をを設設定定すするる単単元元構構想想

はは、、「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」をを図図るるここととにに有有

効効だだとと思思いいまますすかか。。

とても有効だと思う

有効だと思う

どちらかといえば有効だと

思わない

まったく有効だと思わない

83

1

2

⑧⑧ああななたたはは、、令令和和６６年年度度にに「「単単元元をを貫貫くく課課

題題」」をを設設定定ししたた単単元元をを構構想想しし、、授授業業実実践践ししまま

ししたたかか。。

複数の単元で授業実践した

１つの単元で授業実践した

今後、今年度中に授業実践

する予定である

授業実践しようと思った

が、できなかった

授業実践しようと思わな

かった

7
6

1

⑨⑨理理科科のの授授業業構構想想ににつついいててのの知知識識（（ポポイインン

トト））をを得得るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの知識（ポイン

ト）を得ることができた

少しだが知識（ポイント）

を得ることができた

あまり知識（ポイント）を

得ることができなかった

まったく知識（ポイント）

を得ることができなかった

7
6

1

⑩⑩理理科科のの授授業業展展開開のの方方法法（（手手立立ててやや支支援援））をを

知知るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの方法（手立てや

支援）を知ることができた

少しだが方法（手立てや支

援）を知ることができた

あまり方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

まったく方法（手立てや支

援）を知ることができな

かった

7
6

1

⑪⑪理理科科のの単単元元をを構構想想すするる際際のの新新たたなな視視点点をを得得

るるここととががででききままししたたかか。。

たくさんの新たな視点を得

ることができた

少しだが新たな視点を得る

ことができた

あまり新たな視点を得るこ

とができなかった

まったく新たな視点を得る

ことができなかった

9

4

1

⑫⑫自自身身のの理理科科のの授授業業ににつついいてて振振りり返返るるここととがが

ででききままししたたかか。。

チームしまねの活動がある

度に、振り返ることができ

た

ときどき振り返ることがで

きた

あまり振り返ることができ

なかった

まったく振り返ることがで

きなかった

6

7

1

⑬⑬理理科科のの授授業業構構想想（（単単元元構構想想））にに対対すするる意意欲欲

がが高高ままりりままししたたかか。。

とても意欲が高まった

意欲が高まった

あまり意欲が高まらなかっ

た

まったく意欲が高まらな

かった

5

5

3

1
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⑯⑯令令和和８８年年度度にに「「チチーームムししままねね」」のの授授業業実実践践

者者ととししてて、、ああななたたがが構構想想ししたた授授業業ににつついいてて協協

議議ししたたりり、、公公開開授授業業をを行行っったたりりししたたいいでですす

かか。。
とても公開授業を行いたい

公開授業を行ってもよい

あまり公開授業を行いたく
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まったく公開授業を行いた

くない
理科の授業を担当していな

い
余裕があれば公開授業を行

いたい

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

満足 ← → 不満足

⑰令和６年度の「チームしまね」の活動に対

する満足度をお答えください
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   質問項目 12「よりよいチームしまねの活動を進めるためのアイディア」について、表７の

ような回答が得られた。得られた回答には、「定期的な公開授業と検討会の継続」、「参加促進

の工夫」、「理論の導入」、「実践共有の機会」、「親睦の深化」、「他団体との協力」、「成果の広

報」に係るものがそれぞれ一つずつあった。 

 

表７ アンケート調査（質問項目 12）の回答 

項目 回答（よりよいチームしまねの活動を進めるためのアイディア） 

定期的な公開授業

と検討会の継続 
・これからも定期的に公開授業、検討会を続けていきたい。 

参加促進の工夫 
・参加できていない方がどう参加していただけるかを考えたい。 

必ず集まる回があってもいいではないかと思う。 

理論の導入 ・理論の学習会も入れてもよいと思う。 

実践共有の機会 

・もっと日頃の実践を共有する機会があればよい。授業で使用し

たワークシート、スライドなどを共有できるクラウド上のドラ

イブがあるとよい。 

親睦の深化 ・チームしまねの親睦をもっと深めたい。 

他団体との協力 ・自走できるように他の団体とも協力体制ができるとよい。 

成果の広報 
・多くの方に参考にしてもらえると思うので、今年の成果を広く

知らせたい。 

 

５５  考考察察  

（（１１））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる学学習習場場面面のの在在りり方方ににつついいてて  

第 1 回から第３回及び第５回から第７回までの単元を貫く課題の設定に係る協議記録を分

析すると、単元を貫く課題について次の三つのポイント（①～③）が見えてきた。 

  ① 単元を貫く課題は、生徒が単元全体を通して意識できる課題を設定する 

    協議では、次の意見が挙げられた。 

 

ア）大きな電流が流れることを探究するよりも、電池の仕組みを明らかにする探究に

してはどうか。 

イ）ジャガイモを題材にして単元を貫く課題を設定し、ジャガイモにあるデンプンは

どこから来ているのかを探究できるようにしてはどうか。 

ウ）葉のつくりとはたらきだけでなく、茎や根のつくりとはたらきも含めるように、

単元を広く捉えてはどうか。 

エ）最終的に「光が○○に進む。だから物が○○に見える」と生徒が納得できるよう

に進めてはどうか。 

 

ア）は、「電池の仕組み」に着目して探究できるようにすることで、生徒が単元を見通

― 18 ―
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して学習を進められるようになるという指摘と捉えられる。また、イ）及びウ）は、「ジ

ャガイモにあるデンプンがどこから来ているか」に注目して探究できるようにすること

で、ジャガイモのデンプンだけではなく、葉、茎及び根の関係性に着目しながら単元全

体の学習を進められるようになるという指摘と捉えられる。さらに、エ）は、生徒が

「光が○○に進む。だから物が○○に見える」という単元のゴールを見通しながら、物

の見え方に着目して学習を進められるようになるという指摘と捉えられる。 

このように、生徒は単元の学習を進めるにあたり、単元のはじめに見通しをもち、単元

のゴールを意識しながら各時間の学習を進めることができるようになる。そして、生徒は

最終的に単元を貫く課題に対する結論を見いだすことができる。このことから、単元を貫

く課題は、生徒が単元全体を通して意識できる課題を設定する必要があると考えられる。 

  ② 単元を貫く課題は、生徒の身近な題材から設定できるようにする 

    協議では、次の意見が挙げられた。 

 

オ）生徒の身近にある葉を扱うとよいのではないか。 

カ）２枚の凸レンズを扱うのならば顕微鏡の仕組みを探究できる単元にしてはどうか。 

キ）顕微鏡のモデルを生徒がつくるようにしてはどうか。 

 

    オ）及びカ）は、葉や顕微鏡のように生徒の身近にある題材を用いて単元を貫く課題を

設定できるようにする必要があるという指摘と捉えられる。また、キ）は、顕微鏡のモデ

ルを生徒がつくることで、モデル自体が生徒の身近な題材になるという指摘と捉えられる。 

    このように、生徒の身近な題材を扱うことによって、生徒はその題材に対して親しみを

感じながら探究を進めることができるようになる。また、身近にある題材だからこそ、そ

の題材を用いて設定した単元を貫く課題を解決したいと生徒の主体的な探究の実現が期待

できる。このことから、単元を貫く課題は、生徒の身近な題材から設定できるようにする

必要があると考えられる。 

③ 単元を貫く課題を設定する際には、生徒が自ら課題を設定することを重視する 

協議では、次の意見が挙げられた。 

 

ク） 課題は最初から教師が示すのではなく、生徒たちが気付きをもとに課題を設定

できるようにしてはどうか。 

ケ）生徒の気付きから設定し、それらを総括できるような探究の課題を設定したい。 

コ）生徒の疑問から「光の進み方」に着目した課題を設定してはどうか。 

 

    ク）は、課題は最初から教師が示すのではなく、生徒が課題を設定する必要があるとい

う指摘と捉えられる。また、ケ）は、生徒の気付きをそのまま単元を貫く課題にするので

はなく、生徒の気付きを大切にしながら単元を貫く課題へと練り上げていく必要があると

いう発言と捉えられる。さらに、ク）、ケ）及びコ）からは、生徒の気付きや疑問をもとに

単元を貫く課題を設定する必要があるという指摘と捉えられる。 

このように、単元を貫く課題は、まず生徒が気付きや疑問、問題を見いだせるようにす
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ることが欠かせない。そして、生徒の気付きや疑問、問題をそのまま単元を貫く課題にす

るのではなく、教師がコーディネートしながら、生徒の言葉で単元を貫く課題を設定でき

るようにすることが大切であると考える。生徒自らが課題を設定することで、生徒の主体

的な探究となり得る。このことから、単元を貫く課題を設定する際には、生徒が自ら課題

を設定することを重視する必要があると考えられる。 

 

（（２２））単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる効効果果ににつついいてて  

   実践した授業における生徒の変容から、少なくとも「顕微鏡のモデルという題材」、「単元

を貫く課題の探究」、「実物を用いた学習（探究）」、「生徒同士の対話」、「ワークシート」が、

学習に対する生徒の変容のきっかけになっていることが見えてきた。また、これらのことを

きっかけにして「Ａ：学習に対する意欲の向上」、「Ｂ：課題に対する意識の継続」、「Ｃ：学

習内容の深まり」、「Ｄ：探究に向かう姿勢の表出」に係る生徒の変容があったと捉えること

ができた。Ａ、Ｂ及びＤの項目は、「学びに向かう力（主体的に学習に取り組む態度）」に係

る資質・能力に該当すると考える。また、Ｃの項目は明確に分類できないが、「知識及び技能」

あるいは「思考力、判断力、表現力等」に係る資質・能力に当てはまると考えられる。 

アンケート調査の質問項目３「単元を貫く課題を設定する単元構想は、生徒の資質・能力

を育むために有効だと思うか」には、チームしまねのすべてのメンバーが資質・能力の育成

に有効であると回答している。このメンバーは、ほとんどが複数の単元において単元を貫く

課題を設定する授業実践を行っていることから、回答の結果についてはある程度の信憑性が

あると考える。 

以上のことから、単元を貫く課題を設定する学習活動は生徒の主体的な探究が実現でき、

生徒の資質・能力の育成にある程度の効果があるといえる。しかし、単元を貫く課題を設定

する学習活動を行うことだけでは、生徒の資質・能力を育むことはできないと考える。単元

を貫く課題を解決するための生徒の探究において、主体的、対話的で深い学びの実現をめざ

した教師の適切な手立てや支援が欠かせないのは当然である。単元を貫く課題を設定する単

元を構想することで、教師自身が生徒に対して単元のどの場面で、どのような手立てや支援

によって、どのような資質・能力を育成するかが明確にできると考える。このような意味で

も、単元を貫く課題を設定する学習活動は、生徒の資質・能力の育成に有効であると考える。 

 

（（３３））オオンンラライインン会会議議のの在在りり方方ににつついいてて  

  アンケート調査の結果から、全７回のオンライン会議及び全１回の参集会議の実施回数に

ついては、概ね適当な回数だったと判断できる。また、オンライン会議や参集会議等を通し

て、多くのメンバーの授業構想、授業における手立てや支援の参考になっていることがわか

った。さらには、多くのメンバーが自身の理科の授業について振り返ることができたり、授

業構想に対する意欲が高まったりしたことがわかった。 

理科の授業構想で大切にしたいことについての回答には、「教師の授業構想」の視点及び

「生徒」の視点が多く挙げられた。日頃から「生徒」の視点を大切にしながら授業構想して

いるメンバーであることも理由として挙げられるが、少なからずチームしまねの活動を通し

て「生徒」の視点を大切に授業構想したいと意識が変化したと考えられる。 
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アンケート調査の質問項目「令和６年度のチームしまねの活動に対する満足度はどうだっ
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６６  成成果果とと課課題題  

（（１１））  単単元元をを貫貫くく課課題題をを設設定定すするる学学習習場場面面のの在在りり方方  

  ① 成果 

単元を貫く課題を設定する学習場面の在り方について、次の二つの成果があった。 

第１に、単元を貫く課題について三つのポイントが見えてきたことである。ポイントの

一つ目は、単元を貫く課題は、生徒が単元全体を通して意識できる課題を設定すること。

二つ目は、単元を貫く課題は、生徒の身近な題材から設定できるようにすること。三つ目

は、単元を貫く課題を設定する際には、生徒が自ら課題を設定できるように重視すること

である。さらに、これらのポイントに基づいて、単元を貫く課題を中心に据えた「指導と

評価の計画」、「単元の導入の学習展開」及び「単元のまとめの学習展開」を修正すること

ができた。修正した「指導と評価の計画」を資料として掲載しているので、単元構想の際

の参考にしていただきたい。 

 第２に、単元を貫く課題を設定する学習活動は、生徒の主体的な探究が実現でき、生徒

の資質・能力の育成につながることが見えてきた。特に、「学びに向かう力（主体的に学習

に取り組む態度）」に係る資質・能力の育成に有効ではないかと考える。その一つの要因と

して、単元を貫く課題を設定する単元を構想することで、教師自身が生徒に対して単元の

どの場面で、どのような手立てや支援によって、どのような資質・能力を育成するかが明
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20 
 

ることが欠かせない。そして、生徒の気付きや疑問、問題をそのまま単元を貫く課題にす
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  アンケート調査の結果から、全７回のオンライン会議及び全１回の参集会議の実施回数に

ついては、概ね適当な回数だったと判断できる。また、オンライン会議や参集会議等を通し

て、多くのメンバーの授業構想、授業における手立てや支援の参考になっていることがわか

った。さらには、多くのメンバーが自身の理科の授業について振り返ることができたり、授

業構想に対する意欲が高まったりしたことがわかった。 

理科の授業構想で大切にしたいことについての回答には、「教師の授業構想」の視点及び

「生徒」の視点が多く挙げられた。日頃から「生徒」の視点を大切にしながら授業構想して

いるメンバーであることも理由として挙げられるが、少なからずチームしまねの活動を通し

て「生徒」の視点を大切に授業構想したいと意識が変化したと考えられる。 
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が合わず開催を中止することになった。 

オンライン会議や参集会議等を通して、チームしまねのメンバーが自身の授業構想、授

業における手立てや支援の参考にすることができた。また、多くのメンバーが自身の理科

の授業について振り返ることができたり、授業構想に対する意欲が高まったりした。さら

には、チームしまねのメンバー同士のつながりが広がったことも成果の一つだと考える。 

  ② 課題 

アンケート調査の回答に、オンライン会議及び参集会議に参加できなかった、会議が休

日や遅い時間に設定されるので参加できないという意見があった。メンバーが参加できる

日や時間帯に会議を設定するように調整を図る等、参加できる環境を整える必要があると

考える。 

 

  （（３３））教教科科指指導導リリーーダダーーをを中中核核ととししたた中中学学校校理理科科教教育育のの推推進進  

    令和６年度において、教科指導リーダーが中心となって地域の中学校理科教員を集め、

理科の授業に係る情報の共有を進める取組が一部の地域で自発的に行われた。益田教育事

務所管内では、「みんなで楽しく、楽に理科授業の準備をする」を目的に、定期的に地域の

中学校理科教員の研修会が開催されるようになった。また、隠岐教育事務所管内において

も、定期的に地域の中学校理科教員が集まり、中学校理科の授業における研究が進められ

ている。 

    チームしまねの活動を通して得たことをきっかけにして、教科指導リーダーが中核とな

って各地域における中学校の理科教育の推進が図れるようになったことも成果の一つであ

ると感じている。今後、さらに各地域の中学校理科教育の推進が図れるよう、現在の取組

を改善しながら継続していきたいと考えている。 

 

【【引引用用文文献献】】  

 １）文部科学省（学校図書）：『中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 理科編』，p.11，2018． 

 

【【参参考考資資料料】】  

２）国立教育政策研究所（東洋館出版社）：『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資料（中学校理科）』,2020. 

３）国立教育政策研究所：『令和４年度全国学力・学習状況調査解説資料 中学校理科』,2022． 

４）寺本貴啓・有本淳（東洋館出版社）：『「問題を見いだす」理科授業』,pp.26-31,2024． 

５）鹿児島大学教育学部附属中学校（斯文堂）：『資質・能力を育む授業デザインハンドブッ

ク』,pp.102-126,2022. 

６）一般社団法人日本理科教育学会全国大会：『第 74 回全国大会発表論文集（第 22 号）』,2024. 

７）文部科学省：「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討

会論点整理」,pp.10-12,2024. 

 

附記 本研究の一部は、公益財団法人中谷医工計測技術振興財団による令和６年度科学教育振

興助成の資金援助（研究代表者:佐々木瞭輔）を受けて行っている。 
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変
化

と
電

池
に

関
す

る
事

物
・現

象
に

進
ん

で
関

わ
り

、見
通

し
を

も
っ

た
り

振
り

返
っ

た
り

す
る

な
ど

、科

学
的

に
探

究
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。 

 単
元

の
指

導
と

評
価

の
計

画
 

次
 

時
 

主
な

学
習

活
動

 
評

価
 

重
点

 
記

録
 

評
価

規
準

 

１  電 解 質 の 水 溶 液 の 中 の 金 属 板 と 電 流  

１
 

・鶏
肉

（
手

羽
元

）
、ト

マ
ト

、食
塩

水
、砂

糖

水
、ビ

ー
フ

ジ
ャ

ー
キ

ー
、電

子
オ

ル
ゴ

ー
ル

、

金
属

板
６

枚
（

銅
２

枚
、M

g
２

枚
、亜

鉛
２

枚
）

を
使

っ
て

、電
流

が
流

れ
る

条
件

を
見

い
だ

す
。 

態
 

 

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

、
電

流
が

流
れ

る
条

件
を

見
い

だ
そ

う
と

し

て
い

る
。 

２
 

・前
時

の
実

験
の

結
果

を
共

有
す

る
。 

・電
流

が
流

れ
る

組
み

合
わ

せ
を

探
る

中
で

気
付

い
た

こ
と

や
疑

問
を

挙
げ

る
。 

・知
り

た
い

こ
と

や
確

か
め

た
い

こ
と

を
挙

げ

る
。 

・課
題

を
設

定
す

る
。 

・探
究

の
課

題
（

単
元

を
貫

く
課

題
）

を
設

定

す
る

。 

思
 

〇
 

電
池

に
つ

い
て

調
べ

た
実

験
の

結
果

か
ら

、
気

付
き

や
疑

問
を

挙
げ

、課
題

を
設

定
し

て
い

る
。 

３
 

・金
属

板
と

水
溶

液
の

組
み

合
わ

せ
を

変
え

て
、電

流
が

流
れ

る
条

件
や

電
流

の
流

れ
方

を
調

べ
る

実
験

を
行

う
。 

知
 

 

電
流

計
の

針
の

振
れ

方
等

か

ら
、電

流
が

流
れ

た
か

判
断

し
、

正
確

に
記

録
し

て
い

る
。 

４
 

・電
流

を
取

り
出

す
た

め
の

条
件

を
見

い
だ

す
。 

・電
池

の
し

く
み

を
ま

と
め

る
。 

知
 

 

電
池

に
共

通
す

る
電

極
の

変
化

を
見

い
だ

し
、電

池
が

ど
の

よ
う

な
装

置
で

あ
る

か
理

解
し

て
い

る
。 

- 1
3 

- 
 

２  金 属 の イ オ ン の な り や す さ の ち が い と  

              電 池 の し く み  

５
 

・金
属

の
陽

イ
オ

ン
へ

の
な

り
や

す
さ

を
調

べ

る
実

験
を

行
う

。 
知

 
 

金
属

の
陽

イ
オ

ン
へ

の
な

り
や

す
さ

を
調

べ
る

実
験

を
行

い
、試

験
管

内
で

起
こ

る
変

化
を

正
確

に
記

録
し

て
い

る
。 

６
 

・金
属

が
陽

イ
オ

ン
に

な
る

と
き

、試
験

管
内

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
を

、モ
デ

ル
を

使
っ

て

表
す

。 
思

 
〇

 

金
属

が
陽

イ
オ

ン
に

な
る

と
き

、

試
験

管
内

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
を

、
モ

デ
ル

を
使

っ
て

表
し

て

い
る

。 

７
 

・金
属

の
陽

イ
オ

ン
へ

の
な

り
や

す
さ

の
ち

が

い
を

見
い

だ
す

。 

・硝
酸

銀
水

溶
液

に
銅

線
を

入
れ

た
と

き
の

反
応

を
モ

デ
ル

を
使

っ
て

表
す

。 

知
 

 

金
属

の
イ

オ
ン

へ
の

な
り

や
す

さ

の
違

い
を

、イ
オ

ン
や

電
子

の
モ

デ
ル

と
関

連
付

け
て

理
解

し
て

い
る

。 

８
 

・塩
酸

に
亜

鉛
板

と
銅

板
を

入
れ

た
電

池

（
電

池
Ａ

）
の

中
で

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

を
、イ

オ
ン

や
電

子
の

モ
デ

ル
を

使
っ

て
表

す
。 

思
 

〇
 

電
池

の
中

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と

を
、イ

オ
ン

や
電

子
の

モ
デ

ル
を

使
っ

て
表

し
て

い
る

。 

３  ダ ニ エ ル 電 池  

９
 

・電
池

Ａ
と

ダ
ニ

エ
ル

電
池

か
ら

同
時

に
電

流

を
取

り
出

し
、反

応
を

比
較

す
る

。 

・疑
問

を
も

と
に

問
題

を
見

い
だ

し
、課

題
を

設
定

す
る

。 

思
 

〇
 

電
池

Ａ
と

ダ
ニ

エ
ル

電
池

の
ち

が
い

か
ら

問
題

を
見

い
だ

し
、

適
切

な
課

題
を

設
定

し
て

い

る
。 

１
０

 
・ダ

ニ
エ

ル
電

池
の

中
で

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

を
モ

デ
ル

を
使

っ
て

考
え

る
。（

個
人

）
 

・班
や

学
級

全
体

で
話

し
合

っ
た

後
、も

う
一

度
モ

デ
ル

を
使

っ
て

表
す

。 
態

 
〇

 

ダ
ニ

エ
ル

電
池

の
中

で
ど

の
よ

う
な

化
学

変
化

が
起

こ
っ

て
い

る
か

、
こ

れ
ま

で
学

ん
だ

こ
と

と

関
連

付
け

た
り

、級
友

と
対

話
し

た
り

し
な

が
ら

イ
オ

ン
の

モ
デ

ル

を
使

っ
て

仮
説

を
立

て
よ

う
と

し

て
い

る
。 

４  身 の ま わ り  

    の 電 池  

１
１

 
・身

の
ま

わ
り

で
利

用
さ

れ
て

い
る

電
池

の
し

く
み

と
そ

の
用

途
に

つ
い

て
ま

と
め

る
。 

知
 

 

身
の

ま
わ

り
で

利
用

さ
れ

て
い

る
さ

ま
ざ

ま
な

電
池

と
そ

の
用

途

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。 

                      

― 23 ―
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第第
２２

学学
年年

  「「
植植

物物
のの

かか
らら

だだ
のの

つつ
くく

りり
とと

はは
たた

らら
きき

」」
  単単

元元
のの

指指
導導

とと
評評

価価
のの

計計
画画

  

 単
元

の
目

標
 

(1
) 

植
物

の
か

ら
だ

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
と

の
関

係
に

着
目

し
な

が
ら

、葉
・茎

・根
の

か
ら

だ
の

つ
く

り
と

は
た

ら
き

に
つ

い
て

の
基

本
的

な
概

念
や

原
理

・法
則

な
ど

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
観

察
、実

験
な

ど
に

関
す

る
基

本
的

な
技

能
を

身
に

付
け

る
。 

(2
) 

身
近

な
植

物
の

か
ら

だ
の

つ
く

り
と

は
た

ら
き

に
つ

い
て

、見
通

し
を

も
っ

て
解

決
す

る
方

法
を

立
案

し
て

観
察

、
実

験
な

ど
を

行
い

、そ
の

結
果

を
分

析
し

て
解

釈
し

、植
物

の
か

ら
だ

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
に

つ
い

て
規

則
性

や
関

係
性

を
見

い
だ

し
て

表
現

す
る

。 

(3
) 

植
物

の
か

ら
だ

の
つ

く
り

と
働

き
に

関
す

る
事

物
・現

象
に

進
ん

で
関

わ
り

、見
通

し
を

も
っ

た
り

振
り

返
っ

た
り

す
る

な
ど

、科
学

的
に

探
究

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
養

う
。 

 単
元

の
指

導
と

評
価

の
計

画
 

時
 

主
な

学
習

活
動

（
○

：課
題

）
 

評
価

 

重
点

 
記

録
 

評
価

規
準

［
評

価
方

法
］

 

１
 

・サ
ト

イ
モ

の
観

察
を

通
し

て
、単

元
を

通
し

て
探

究
し

て
い

く
課

題
を

設
定

す
る

。（
例

：
イ

モ
に

あ
る

デ
ン

プ

ン
は

ど
こ

で
つ

く
ら

れ
て

、
ど

こ
を

通
っ

て
、
イ

モ
に

蓄

え
ら

れ
る

の
だ

ろ
う

か
。）

 

主
 

 

・サ
ト

イ
モ

の
観

察
を

通
し

て
、植

物

の
か

ら
だ

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
に

疑
問

を
も

ち
、

探
究

し
よ

う
と

し
て

い
る

。 

２
 

○
光

合
成

は
葉

の
細

胞
の

中
の

ど
こ

で
行

わ
れ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

。 

・解
決

す
る

方
法

を
立

案
す

る
（

オ
オ

カ
ナ

ダ
モ

を
使

う

等
）

。 

思
 

 

・実
験

の
条

件
を

適
切

に
制

御
し

て

対
照

実
験

を
設

定
し

、
解

決
す

る

方
法

を
立

案
し

て
い

る
。 

３
 

・前
時

の
実

験
の

結
果

を
分

析
、解

釈
し

、光
合

成
は

葉
の

細
胞

の
中

の
葉

緑
体

で
行

わ
れ

て
い

る
と

結

論
を

導
出

す
る

。 
思

 
○

 

・
実

験
の

結
果

を
分

析
・

解
釈

し
、

光
合

成
が

葉
緑

体
で

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
見

い
だ

し
て

表
現

し
て

い
る

。 

４
 

○
光

合
成

で
デ

ン
プ

ン
が

つ
く

ら
れ

る
と

き
、
何

が
材

料
に

な
る

だ
ろ

う
か

。 

・生
徒

Ａ
が

「
デ

ン
プ

ン
」

は
水

を
使

っ
て

で
き

て
い

る

こ
と

に
触

れ
つ

つ
、

デ
ン

プ
ン

の
化

学
式

((
Ｃ

6
H

1
0
O

5
)n

)を
掲

示
す

る
こ

と
で

、
二

酸
化

炭
素

も

材
料

と
し

て
い

る
こ

と
を

理
解

す
る

。 

知
 

 

・デ
ン

プ
ン

の
化

学
式

か
ら

、デ
ン

プ

ン
の

中
に

は
炭

素
と

水
素

、
酸

素

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

。 

５
 

・光
合

成
を

す
る

と
き

に
二

酸
化

炭
素

を
使

っ
て

い
る

の
か

確
か

め
る

実
験

の
方

法
を

立
案

す
る

（
対

照
実

験
の

内
容

は
生

徒
が

考
え

る
）

。 

・立
案

し
た

実
験

を
行

う
。 

思
 

 

・実
験

の
条

件
を

適
切

に
制

御
し

て

対
照

実
験

を
設

定
し

、
解

決
す

る

方
法

を
立

案
し

て
い

る
。 

６
 

・前
時

の
実

験
の

結
果

を
分

析
、解

釈
し

、光
合

成
を

す
る

と
き

に
二

酸
化

炭
素

を
使

っ
て

い
る

と
結

論
を

導
出

す
る

。 
思

 
○

 

・異
な

る
条

件
で

行
っ

た
実

験
の

結

果
を

比
較

し
な

が
ら

、
光

合
成

で

は
二

酸
化

炭
素

を
使

っ
て

い
る

こ

と
を

見
い

だ
し

て
表

現
し

て
い

る
。 

- 9
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７
 

○
植

物
も

呼
吸

を
行

う
だ

ろ
う

か
。 

・
植

物
に

光
を

当
て

る
実

験
と

当
て

な
い

実
験

を
行

い
、そ

の
違

い
か

ら
、植

物
が

呼
吸

を
し

て
い

る
か

ど

う
か

を
調

べ
る

。 

・植
物

も
呼

吸
を

行
う

の
か

ど
う

か
に

つ
い

て
結

論
を

導
出

す
る

。 

思
 

○
 

・実
験

の
結

果
か

ら
、植

物
が

呼
吸

 

を
し

て
い

る
こ

と
を

見
い

だ
し

て
、表

現
し

て
い

る
。 

８
 

○
植

物
の

吸
水

は
蒸

散
と

ど
の

よ
う

に
関

係
し

て
い

る

の
だ

ろ
う

か
。 

・ワ
セ

リ
ン

を
塗

り
、蒸

散
を

抑
え

た
植

物
と

抑
え

て
い

な
い

植
物

の
吸

水
量

を
比

較
す

る
実

験
を

行
う

。 

知
 

 

・実
験

の
条

件
を

制
御

し
て

対
照

実

験
を

設
定

し
、

確
か

め
る

実
験

を

行
い

、結
果

を
記

録
し

て
い

る
。 

９
 

・植
物

の
吸

水
は

蒸
散

と
ど

の
よ

う
に

関
係

し
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

、実
験

の
結

果
を

分
析

・解
釈

す
る

。 

・植
物

が
主

に
ど

こ
で

蒸
散

を
行

っ
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

考
察

す
る

。 

思
 

○
 

・
実

験
の

結
果

か
ら

、
主

に
葉

の
裏

側
で

盛
ん

に
蒸

散
が

行
わ

れ
て

お

り
、

蒸
散

が
行

わ
れ

る
と

吸
水

が

起
こ

る
こ

と
を

見
い

だ
し

て
、
表

現

し
て

い
る

。 

1
0

 
○

植
物

の
茎

や
葉

に
あ

る
水

の
通

り
道

は
ど

の
よ

う
な

つ
く

り
を

し
て

い
る

の
か

 

・小
学

校
の

既
習

事
項

と
関

連
付

け
て

、水
の

通
り

道

は
ど

の
よ

う
な

つ
く

り
を

し
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

ま
と

め
る

。 

知
 

 

・
小

学
校

の
既

習
事

項
と

関
連

付

け
て

、
水

の
通

り
道

は
ど

の
よ

う
な

つ
く

り
を

し
て

い
る

の
か

を
理

解
し

て
い

る
。 

1
1

 
・植

物
の

茎
や

葉
に

あ
る

水
の

通
り

は
ど

の
よ

う
な

つ
く

り
を

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
に

つ
い

て
考

察
し

、
説

明

す
る

。 
思

 
○

 

・
実

験
の

結
果

を
踏

ま
え

、
単

子
葉

 

類
と

双
子

葉
類

で
は

、
水

の
通

り

の
共

通
点

と
相

違
点

を
見

い
だ

し

て
表

現
し

て
い

る
。 

1
2

 
○

茎
の

中
を

デ
ン

プ
ン

が
通

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
 

・茎
の

断
面

に
ヨ

ウ
素

液
を

か
け

て
観

察
す

る
。 

・管
の

中
は

青
紫

色
に

な
っ

て
な

い
こ

と
か

ら
デ

ン
プ

ン

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。 

・糖
検

出
紙

で
糖

が
通

っ
て

い
る

こ
と

を
確

か
め

る
。 

知
 

 

・茎
の

断
面

図
に

ヨ
ウ

素
液

と
糖

検

出
紙

で
の

実
験

の
結

果
を

踏
ま

え

て
、茎

に
は

糖
が

流
れ

て
い

る
こ

と

を
理

解
し

て
い

る
。 

1
3

 
・探

究
の

課
題

例
「

イ
モ

に
あ

る
デ

ン
プ

ン
は

ど
こ

で
つ

く
ら

れ
て

、ど
こ

を
通

っ
て

、イ
モ

に
蓄

え
ら

れ
る

の
だ

ろ

う
か

。」
に

つ
い

て
自

分
な

り
の

答
え

を
ま

と
め

る
。 

主
 

○
 

・
学

習
前

後
の

自
己

の
変

容
に

気

付
こ

う
と

し
て

い
る

。 
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第第
１１

学学
年年

  「「
光光

」」
  単単

元元
のの

指指
導導

とと
評評

価価
のの

計計
画画

  

 単
元

の
目

標
 

(1
) 

光
に

関
す

る
事

物
・現

象
を

日
常

生
活

や
社

会
と

関
連

付
け

な
が

ら
、光

の
反

射
や

屈
折

、凸
レ

ン
ズ

の
働

き

に
つ

い
て

の
基

本
的

な
概

念
や

原
理

・法
則

な
ど

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な

観
察

、実
験

な
ど

に
関

す
る

基
本

操
作

や
記

録
な

ど
の

基
本

的
な

技
能

を
身

に
付

け
る

。 

(2
) 

光
に

つ
い

て
、問

題
を

見
い

だ
し

見
通

し
を

も
っ

て
観

察
、実

験
な

ど
を

行
い

、光
の

反
射

や
屈

折
、凸

レ
ン

ズ
の

働
き

の
規

則
性

や
関

係
性

を
見

い
だ

し
て

表
現

す
る

。 

(3
) 

光
に

関
す

る
事

物
・現

象
に

進
ん

で
関

わ
り

、見
通

し
を

も
っ

た
り

振
り

返
っ

た
り

す
る

な
ど

、科
学

的
に

探
究

し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。 

 単
元

の
指

導
と

評
価

の
計

画
 

次
 

時
 

学
習

内
容

 
生

徒
の

思
考

 
重

点
 

記
録

 

0
 

1
 

・顕
微

鏡
の

モ
デ

ル
に

出
合

う
 

・凸
レ

ン
ズ

間
の

距
離

を
変

え
て

ピ
ン

ト
を

合
わ

せ
る

 
・い

ろ
い

ろ
な

物
体

を
顕

微
鏡

の
モ

デ
ル

を
通

し
て

見
る

 
・
問

題
を

見
い

だ
し

、
課

題
を

設
定

す
る

 

・凸
レ

ン
ズ

も
光

が
屈

折
し

て
い

る
の

か
な

？
 

・
は

っ
き

り
と

見
え

る
と

き
と

、
ぼ

や
け

て
見

え
る

と
き

が
あ

る
の

は
ど

う
し

て
？

 
・

物
体

が
大

き
く

見
え

る
の

は
ど

う
し

て
？

 
・物

体
が

逆
向

き
に

見
え

る
の

は
ど

う
し

て
？

 

思
 

 

単
元

を
貫

く
課

題
 「

顕
微

鏡
で

物
体

を
見

る
と

、上
下

左
右

逆
向

き
に

拡
大

し
て

見
え

る
の

は
、光

が
ど

の
よ

う
に

進
む

か
ら

な
の

だ
ろ

う
？

」
 

 

1
 

２
 

・厚
い

ガ
ラ

ス
を

通
し

て
鉛

筆
を

見
る

 
・水

レ
ン

ズ
に

1
本

の
光

を
当

て
る

 
・
水

を
入

れ
た

コ
ッ

プ
の

中
に

定
規

を
入

れ
る

 
・
問

題
を

見
い

だ
し

、
課

題
を

設
定

す
る

 

・鉛
筆

が
折

れ
曲

が
る

の
は

ど
う

し
て

？
 

・光
が

折
れ

曲
が

っ
て

進
ん

で
い

る
？

 
凸

レ
ン

ズ
も

同
じ

な
の

か
な

？
 

・
定

規
の

目
盛

り
の

間
隔

が
狭

く
見

え
る

の
は

ど
う

し
て

？
 

思
 

 

小
単

元
の

課
題

 「
光

が
ガ

ラ
ス

や
水

な
ど

の
透

明
な

物
体

を
通

り
抜

け
る

と
、も

の
の

見
え

方
が

変
わ

る
の

は
ど

う
し

て
だ

ろ
う

か
？

」
 

 

１
 

３
 

・光
の

当
て

方
の

違
い

に
よ

る
光

の
進

み
方

に
つ

い
て

仮
説

を
立

て
、
実

験
を

行
う

 

・レ
ン

ズ
の

平
ら

な
面

に
光

を
当

て
る

と
…

 
・レ

ン
ズ

の
中

心
に

光
を

当
て

る
と

…
 

知
 

 

 
４

 
・実

験
の

結
果

か
ら

光
の

当
た

り
方

と
光

の
進

み
方

の
規

則
性

を
考

察
し

、
結

論
を

導
出

す
る

 

・空
気

側
か

ら
入

射
す

る
と

き
と

、半
円

形
レ

ン
ズ

側
か

ら
入

射
す

る
と

き
と

で
は

光
の

進
み

方
が

違
う

な
あ

 
思

 
○

 

 
５

 
・
光

が
屈

折
し

て
お

こ
る

現
象

に
つ

い
て

説
明

を
聞

き
、理

解
す

る
 

・水
の

中
に

あ
る

も
の

が
折

れ
曲

が
っ

て
見

え
る

の
は

光
の

屈
折

が
関

係
あ

る
の

か
 

知
 

 

小
単

元
の

課
題

の
結

論
 「

光
が

ガ
ラ

ス
や

水
な

ど
の

透
明

な
物

体
を

通
り

抜
け

る
と

き
に

、屈
折

す
る

か
ら

も
の

の
 

見
え

方
が

変
わ

る
」

 

- 5
 -  

2
 

６
 

・1
枚

の
凸

レ
ン

ズ
で

、物
の

い
ろ

い
ろ

な
見

え
方

を
確

認
す

る
 

・
1

枚
の

凸
レ

ン
ズ

に
よ

る
像

の
で

き

方
に

つ
い

て
の

課
題

を
設

定
す

る
 

・凸
レ

ン
ズ

に
近

い
物

体
を

見
る

と
・・

・ 

・
凸

レ
ン

ズ
か

ら
遠

い
物

体
を

見
る

と
・・

・ 

・凸
レ

ン
ズ

で
壁

に
映

す
こ

と
が

で
き

る
 

・凸
レ

ン
ズ

に
も

き
ま

り
が

あ
り

そ
う

だ
な

 

主
 

○
 

小
単

元
の

課
題

 「
凸

レ
ン

ズ
に

よ
る

像
の

で
き

方
に

は
、ど

の
よ

う
な

き
ま

り
が

あ
る

だ
ろ

う
か

？
」

 

 

2
 

７
 

・
凸

レ
ン

ズ
を

通
る

光
の

進
み

方
に

つ

い
て

仮
説

を
設

定
し

、
実

験
の

計
画

を
立

て
る

 

・焦
点

距
離

が
関

係
し

て
い

る
か

な
？

 

・レ
ン

ズ
か

ら
物

体
ま

で
の

距
離

を
変

え

る
と

で
き

る
像

が
変

わ
る

の
で

は
な

い

か
な

 

・で
き

る
像

の
位

置
も

変
わ

る
の

か
な

？
 

思
 

○
 

 
８

 

・
光

学
台

を
用

い
、
条

件
を

制
御

し
な

が
ら

実
験

を
行

う
 

・
で

き
る

像
の

位
置

や
大

き
さ

、
向

き

と
、
物

体
の

位
置

や
焦

点
距

離
と

の

関
係

に
つ

い
て

、
実

験
の

結
果

を
整

理
す

る
 

・物
体

の
位

置
を

焦
点

距
離

の
位

置
に

置
く

と
像

が
で

き
な

い
な

あ
 

・
焦

点
距

離
の

2
倍

の
位

置
に

置
く

と
・・

・ 

・
焦

点
距

離
の

半
分

の
位

置
に

置
く

と
・・

・ 

知
 

○
 

 
９

 

・
光

の
進

み
方

に
着

目
し

て
、

凸
レ

ン

ズ
に

よ
る

像
の

で
き

方
に

つ
い

て
考

察
し

、説
明

す
る

 

・実
像

や
虚

像
に

つ
い

て
ま

と
め

る
 

・
物

体
か

ら
出

た
光

が
凸

レ
ン

ズ
を

通

る
と

き
に

屈
折

す
る

こ
と

で
、1

点
に

集

ま
る

か
ら

像
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
 

思
 

 

 
1

0
 

・凸
レ

ン
ズ

を
通

る
光

の
進

み
方

や
像

の
で

き
方

を
作

図
す

る
 

・凸
レ

ン
ズ

に
よ

る
像

を
作

図
す

る
場

合

は
、代

表
的

な
光

の
道

筋
だ

け
を

書
け

ば
い

い
の

か
 

知
 

○
 

小
単

元
の

課
題

の
結

論
 「

物
体

が
焦

点
距

離
の

外
側

に
あ

る
と

き
、・

・・
上

下
左

右
が

逆
向

き
の

実
像

が
で

き
る

 

  
  

  
  

物
体

が
焦

点
と

凸
レ

ン
ズ

の
間

に
あ

る
と

き
、・

・・
物

体
よ

り
大

き
く

、上
下

左
右

が
同

じ
虚

像
が

で
き

る
」

 

2
 

1
1

 

・
2

枚
の

凸
レ

ン
ズ

が
あ

る
顕

微
鏡

で
、
物

体
が

大
き

く
見

え
た

り
、上

下

左
右

が
逆

向
き

に
見

え
た

り
す

る
仕

組
み

を
説

明
す

る
 

・2
枚

の
レ

ン
ズ

を
、1

枚
の

レ
ン

ズ
の

組

み
合

わ
せ

で
考

え
て

み
よ

う
 

・間
に

ス
ク

リ
ー

ン
が

あ
る

と
考

え
る

と
、

説
明

し
や

す
そ

う
だ

な
 

主
 

○
 

単
元

を
貫

く
課

題
の

結
論

 「
凸

レ
ン

ズ
2

枚
の

顕
微

鏡
で

、物
体

が
大

き
く

見
え

た
り

、上
下

左
右

が
逆

向
き

に
見

え

た
り

す
る

の
は

・・
・1

枚
目

の
レ

ン
ズ

で
物

体
の

実
像

を
つ

く
り

、で
き

た
実

像
を

2
枚

目
の

レ
ン

ズ
に

よ
っ

て
虚

像
と

し
て

見
る

か
ら

で
あ

る
」
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